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Oracle Content Managementの新機能
21.6.1 — 2021年 6月
全般的な改良点
• Oracle Content and Experienceの名前は Oracle Content Managementに変更され
ました。

• Oracle Content Managementの主な機能を試して学ぶための無料のコンテンツ・サ
ービス層である Oracle Content Management Starter Editionが導入されました。
詳細...

エクスペリエンス・オーケストレーション
• コンテンツ・リポジトリと公開チャネルを Oracle Content Managementの外部で
開発および管理されたヘッドレス・エクスペリエンスに接続し、コンテンツの変更
や公開済ステータスに基づいてデプロイメントを自動的にトリガーします。詳
細...

• Oracle Content Managementから移動することなく、コンテキストとコンテンツを
使用してヘッドレス・アプリケーションをプレビューします。詳細...

• ヘッドレス・エクスペリエンスの開発者は、すでに知っているツールを使用し、コ
ンテンツ操作に基づいて継続的統合/継続的デプロイメント(CI/CD)を自動的に推
進するようにヘッドレス・エクスペリエンスを構成できます。詳細...

アセットの機能向上
• 即時利用可能なデジタル・アセット・タイプ(イメージ、ビデオ、Video Plusまた
はファイル)からカスタム・デジタル・アセット・タイプにデジタル・アセットを
変換します。詳細...

• カスタム・デジタル・アセット・タイプに Video Plusのサポートが追加されまし
た。詳細...

• 新しい「イベント・ログの公開中」ページで、過去のすべてのアセット公開ジョブ
の履歴と詳細を表示します。詳細...

• 新しい「フィールド」タブで、標準のプロパティ値(たとえば、作成者や説明)や、
アセット・タイプのカスタム・フィールド値を検索します。詳細...
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• 公開後に予約済アセットのロックを自動的に解除します。詳細...

• 新しい「ドキュメント」ビューで、Adobe Creative Cloud拡張機能から Oracle
Content Managementファイルとフォルダを表示および管理します。詳細...

コンテンツ・キャプチャの改良
• PDFオプションを使用してドキュメントを PDFに変換します。詳細...

• プロシージャを検証します。詳細...

• ドキュメントを編成する際には、空白ページを削除したり、空白ページでドキュメ
ントを分割します。詳細...

開発者の拡張機能
• ユーザーが Oracle Content Managementインスタンス・ドメインではなく、指定
されたドメイン上の Oracle Content Managementサイトにアクセスできるバニテ
ィ URLを設定します。詳細...

• コンテンツ・リストおよびコンテンツ・プレースホルダー・コンポーネントは、即
時利用可能なデジタル・アセット・タイプをサポートします。詳細...

• コンテンツ・リスト・コンポーネントのカスタム・コンテンツ・レイアウトに結果
カウントを追加します。詳細...

• アセット・ピッカーをカスタム・コンポーネントに追加します。詳細...

• 組込みユーザー・インタフェース機能の様々な機能拡張: アセット・アクション・
イベント、アセット・アイテムの公開ビュー、アセット・アイテムの未公開ビュ
ー、および結果表示イベントをサポートするようになり、ロード時にアセットを選
択できるようになりました。詳細...

• コンテンツ・コネクタがカスタム・デジタル・アセット・タイプをサポートしま
す。詳細...

• 検索 APIは、アセット・タイプ全体のカスタム・フィールドに対する問合せをサ
ポートし、多数のアイテム (無制限)に一致する問合せをサポートするためにスクロ
ール APIが追加されました。詳細...

管理の機能拡張
• Video Plusアセットのトークン有効期限を設定します。詳細...

• デフォルトの共有リンク・タイプ(メンバーのみまたはパブリック)を設定します。
詳細...

• アクティビティがなく更新されていないドキュメントと、新しく追加されたドキュ
メントのデータを表示します。詳細...

• アクティビティが最も多いユーザーと、そのストレージを最も使用しているユーザ
ーを表示します。詳細...

21.5.1 — 2021年 5月
全般的な改良点
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• リスト・ビューで、アクション・バーのほとんどのアクションにテキストではなく
アイコンが表示されるようになりました。

アセットの機能向上
• カテゴリおよびカテゴリの子に割り当てられたアセット数の動的な数がカテゴ
リ・フィルタに表示されます。詳細...

• デジタル・アセットのアップロード時に、同じ属性値を複数のアセットに同時に割
り当てます。指定するアセットは同じアセット・タイプである必要があります。 
詳細...

• ビジネス・リポジトリでコンテンツ・ワークフローがサポートされるようになりま
した。 詳細...

アナリティクスの更新
• 親のないアセット(選択された期間に対して公開されていないアセット)を参照し
て、請求されるアセット数を減らすために削除できる可能性のあるアセットを検出
できます。詳細...

• ドキュメント使用ログ内のファイルまたはフォルダ名、および GUIDに対してフィ
ルタ処理します。 詳細...

開発者の拡張機能
• Contentful用のコンテンツ・コネクタ。詳細...

• OCEツールキットで、100以上のタクソノミにより分類された顧客用コンテンツ
のエクスポート/インポートがサポートされるようになりました。 詳細...

• GraphQLは、すべての公開済コンテンツおよびすべてのアセット・タイプをサポ
ートします。開発者は、スキーマを検査し、問合せを作成して、それらをクライア
ントから他の配信 APIと同時に呼び出すことができます。 詳細...

• レイアウトの HTMLとしてのコンパイルについての新規ドキュメント。 詳細...

• 自己管理用の新しい REST API。認証済ユーザーの詳細を表示する機能を提供し
ます。詳細...

21.2.2 — 2021年 4月
コンテンツ・キャプチャ
• 新しいキャプチャ機能を使用すると、ハード・コピーまたは電子ドキュメントなど
のコンテンツを容易に収集できます。詳細...

• 電子メール、スキャナまたはネットワーク・ファイル共有などの様々なコンテン
ツ・ソースの配列からコンテンツをキャプチャします。詳細...

• 光学文字認識を使用してスキャンしたコンテンツを、全文索引を作成した検索可能
な PDFに変換します。詳細...

• 新しいビジネス・リポジトリが多数のドキュメントの格納をサポートするために拡
張されています。詳細...
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ワークフロー更新
• アセット・タイプのデフォルトまたは必要なワークフローを設定します。詳細...

• アセットが追加または作成されたときにワークフローを自動的にトリガーしま
す。詳細...

• スケジュールされた公開ジョブはターゲット対象チャネルをサポートしていま
す。詳細...

• 過去および将来のスケジュールされた公開ジョブを検索します。詳細...

全般的な改良点
• Video Plusアセットでアナリティクスを表示します。詳細...

• 「ドキュメント」ページのスライドアウト・パネルに、フォルダ・メンバー、タグ
およびメタデータが表示されます。詳細...

• デスクトップ・クライアントの作成日と最終変更日がWebクライアントと一致し
ています。最終変更日は、ファイルまたは属性が変更されたときのみ更新されま
す。詳細...

開発者の更新
• OCEツールキットは、バッチごとに 10,000を超えるアセットのエクスポートおよ
び移行をサポートしています。詳細...

• コンテンツ・アイテムおよびカスタム・デジタル・アセットの HTMLをプリコン
パイルします。詳細...

• リポジトリ・マネージャは、プリコンパイルをサポートするアセット・タイプの
HTMLをプリコンパイルできます。詳細...

• サイトのコンテンツ・リストおよびコンテンツ・アイテム・コンポーネントはカス
タム・デジタル・アセットのレンダリングをサポートしています。詳細...

• 2021年 6月(21.3.1)のリリースで、Oracle Content Managementは Knockoutライ
ブラリを v.3.4.2から v.3.5.1にアップグレードします。これは、カスタム・コンポ
ーネントに影響を及ぼす可能性があります。詳細...

21.2.1 — 2021年 3月
スケジュールされた公開
• 特定の日時に公開されるようにアセットをスケジュールします。アセットのバー
ジョンは公開用に予約され、新しいバージョンでの作業が可能になります。詳細...

• 公開ジョブのカレンダを表示して、過去のジョブのステータスを表示したり、未来
のジョブを編集または取り消します。詳細...

• 保留中のジョブを編集して、他のユーザーがジョブを管理したり、追加アセットを
追加したり、スケジュールを変更したりできるようにします。詳細...

• 完了したジョブをコピーして、未来のアセットを再度公開します。詳細...

一般的な更新
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• デジタル・アセット・タイプはわかりやすい URLをサポートしています。詳細...

• デジタル・アセット・タイプはコンテンツ・レイアウトをサポートしています。関
連付けされたレイアウトのデジタル・アセットをプレビューします。詳細...

• 複数のファイルおよびフォルダを同時にダウンロードします。詳細...

• デスクトップ・クライアントは、容易なリカバリのために、システムのごみ箱
(Windows)またはゴミ箱(MacOS)のかわりに「未同期コンテンツ」フォルダに同期
されなくなったファイルの移動をサポートしています。詳細...

• 組込みユーザー・インタフェースで、アセットを非公開にする権限がある場合、公
開されたアセットを削除します。詳細...

• REST APIカテゴリに関する情報が更新されました。詳細...

• さらに多くのヘッドレス CMSサンプルが GitHubに追加されました。詳細...

21.1.3 — 2021年 2月
リポジトリ更新
• ターゲット設定されていない、分類されていない、またはコレクションに含まれて
いないアセットをフィルタします。 詳細...

• サイトで複数のリポジトリのアセットを使用できるようにします。詳細...

• 公開するためにアセット参照が必須かオプションかを定義します。詳細...

• メディア参照フィールドを特定のデジタル・アセット・タイプまたはメディア・グ
ループに制限します。詳細...

• レガシー・リポジトリまたは個別のデジタル・アセットを新しいカスタム・デジタ
ル・アセット・タイプをサポートするように変換します。 詳細...

開発者の拡張機能
• WordPress用のコンテンツ・コネクタ。詳細...

• Drupal用のコンテンツ・コネクタ。詳細...

• Oracle JET、Reactおよび JavaScriptのヘッドレス・ブログのサンプル。詳細...

• React内のヘッドレス・ギャラリ・サンプル。詳細...

• React内のヘッドレス最小サイトのサンプル。詳細...

• カスタム・コントローラ・ファイルのサンプル。詳細...

その他の更新
• 1ステップ・コンテンツ承認および公開のワークフローの例。詳細...

• レビュー済だが公開されていないアセットを表示するコンテンツ・メトリック。詳
細...

• サンプルは、Developing with Oracle Content Management As a Headless CMSか
ら Oracle Help Center内の「サンプル」ページに移動されました。詳細...

5

https://docs.oracle.com/en/cloud/paas/content-cloud/samples.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/paas/content-cloud/samples.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/paas/content-cloud/samples.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/paas/content-cloud/samples.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/paas/content-cloud/samples.html


21.1.2 — 2021年 1月
一般的な更新
• スマート・コンテンツにより、リアルタイムのカテゴリ提案が作成されるため、コ
ンテンツ作成者はコンテンツ・アイテムを作成しながら分類できます。 詳細...

• 参照されているアセットを親アセットから直接編集できます。詳細...

• 翻訳されたアセットを「言語」パネルから非公開にできます。詳細...

開発者の拡張機能
• OCEツールキットによりアセット・タイプがサポートされます。詳細...

• Mustacheコンポーネントを作成し、サイトで使用できます。詳細...

• 受信Webフックにより、Lingotek翻訳コネクタがサポートされます。詳細...

• 埋込み APIにより、カードおよびコンポーネント間ナビゲーションでのステータ
スの非表示がサポートされます。詳細...

• アセット検索 APIにより、カテゴリに対する動的結果数がサポートされます。詳
細...

• Drupal用の新規コンテンツ・コネクタ。詳細...

• WordPress用の新規コンテンツ・コネクタ。詳細...

管理の機能拡張
• 公開済アセットの経過時間に対するアナリティクスを監視することにより、自分の
オーディエンスに適したコンテンツを提供できます。詳細...

• Oracle Content Managementが、製品の改善に役立つ匿名の製品使用状況データを
収集できるようになりました。詳細...

• Oracle Content Managementインスタンスのインスタンス・タイプ(プライマリま
たは非プライマリ)を作成後に更新できるようになりました。詳細...

21.1.1 — 2021年 1月
カスタム・デジタル・アセット
• デジタル・アセット・タイプを作成して、カスタム・メタデータを格納するための
属性を定義し、リポジトリに追加できるファイルを制御するためのサポートされる
メディア・タイプを指定します。詳細...

• イメージ、ビデオ、Video Plusアセットおよびファイルの即時利用可能なデジタ
ル・アセット・タイプ。詳細...

• 属性値に基づいてアセットを検索するか、アセット・タイプまたはメディア・グル
ープでフィルタします。詳細...

一般的な更新
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• アセットをロックして、たとえば承認または翻訳を待機している間の望ましくない
更新を防止し、終了したらロックを解除します。詳細...

• 複数のデジタル・アセットを zipファイルでダウンロードします。詳細...

開発者の拡張機能
• 翻訳ジョブ用のカスタム・ユーザー・インタフェースで翻訳コネクタを拡張して、
翻訳ベンダーにジョブを発行する前に追加情報を収集します。詳細...

• コンテンツ・アイテムを編集するためのカスタム・フォームを作成します。提供さ
れた参照実装を利用して、組織の要件に合ったカスタム・ソリューションを作成し
ます。詳細...

コンテンツ配信ネットワーク・サポート
• デフォルトのコンテンツ配信ネットワーク(CDN)サポート。OCEサイトおよびア
セットは、パフォーマンスとセキュリティを向上させるために CDNを使用して配
信されるようになりました。詳細...

• アセットの更新されたキャッシュ・ヘッダーによってレスポンスおよびダウンロー
ド時間が大幅に向上します。

• エッジ・セキュリティにより、OCEによって配信されるコンテンツが様々なタイ
プの不正トラフィックの影響を受けないことが保証されます。

20.4.3 — 2020年 12月
Sauce Video

• Oracle Content Managementには、Sauce Videoのサポートが含まれるようになり
ました。これは、ビデオ作成の複雑さとコストを軽減し、顧客がビデオのキャプチ
ャ、収集および作成を簡単に行えるようにするビデオ・コンテンツ作成およびソー
シング・ソリューションです。

• Sauce Videoを使用してビデオ・コンテンツの収集とビデオ・プロジェクトの調整
を行い、サービス管理者が Sauceを Oracle Content Managementと統合している
場合は、Sauce Webアプリケーション、あるいは iOSまたは Android用のモバイ
ル・アプリケーションを使用してビデオ・コンテンツを Oracle Content
Managementリポジトリに直接アップロードできます。これにより、Oracle
Content Managementの機能を使用して、ビデオ・コンテンツの編集、ビデオとリ
ビジョンの管理、ワークフローの使用を行い、サイトの構築時にビデオ・アセット
を使用可能にすることができます。

• リポジトリのアップロード方法については Sauce Videoドキュメントを、アセッ
トの管理とサイトの構築の方法を理解するには Oracle Content Managementドキ
ュメントを参照してください。

一般的な更新
• アセットの新しい「言語」ビューでは、翻訳のない言語と、関連付けられたチャネ
ルに必要な言語が表示され、翻訳の公開と公開取消しを行うことができます。詳
細...
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• 選択した Oracle Identity Cloud Service (IDCS)グループを非表示にして、Oracle
Content Managementユーザーがこれらのグループと共有できないようにしま
す。詳細...

• フォルダ、コンポーネント、サイトまたはテーマの共有時に電子メールを送信しな
いことを選択します。詳細...

• Adobe Creative Cloud拡張機能で並列ワークフローをサポート Oracle Content
Managementの Adobe Creative Cloud拡張機能は、複数のワークフロー・アクシ
ョンをサポートします。これは、アセットに対して完了するワークフロー・アクシ
ョンが複数ある場合に、Adobeアプリケーション内から同時に実行できることを
意味します。詳細...

開発者の拡張機能
• 新しい組込み OCEコンパイル・サービスでサーバー側レンダリングを行うことで
サイト配信のパフォーマンスを最適化して、サイトを公開するたびにサイトをコン
パイルできるようにします。さらにカスタマイズが必要な場合は、独自のコンパイ
ル・サービスを設定できます。

• 公開時にサイトをコンパイルする必要があるかどうかを定義します。詳細...

• サイト・コンパイル APIにより、カスタム・コンポーネントに対して静的 HTML
が生成される方法を制御できます。詳細...

管理の機能拡張
• Oracle Content Management (OCE)では、リージョン間のディザスタ・リカバリ・
ソリューションがサポートされるようになりました。詳細...

• パフォーマンスとセキュリティを向上させるために、1月の OCEから、サイトお
よびアセットはコンテンツ配信ネットワーク(CDN)を使用して配信されます。ア
セットの更新されたキャッシュ・ヘッダーによってレスポンスおよびダウンロード
時間が大幅に向上します。エッジ・セキュリティにより、OCEによって配信され
るコンテンツが様々なタイプの不正トラフィックの影響を受けないことが保証さ
れます。

• Akamaiを使用する静的サイトのデフォルトのキャッシュ時間が 30分に縮小
Oracle Content Managementインスタンスが Akamaiを使用する場合、コンパイル
されたサイトはユーザーのブラウザにデフォルトで 1800秒(30分)間キャッシュ
されるようになりました。インスタンスで Akamaiを使用しない場合、デフォルト
は 300秒(5分)のままです。 詳細...

• ドキュメント使用状況ログのステータス・フィルタドキュメント使用状況ログをス
テータスでフィルタできるようになりました(すべてのファイル、アクティブなフ
ァイル、または削除されたファイル)。 詳細...

20.4.2 — 2020年 10月
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機能 ロール 説明
モバイル・アプリケーショ
ンのワークフローの使用

アセット・ユーザー ステータスを変更する単純なアセット承認
を実行するためにモバイル・アプリを使用
できることに加えて、サービス管理者とコ
ンテンツ管理者が追加のワークフロー・オ
プションを使用するように Oracle Content
Managementを構成している場合、ステー
タスを自動的に変更するワークフローの一
部であるアイテムを承認できます。
Collaborating on Documents with Oracle
Content Managementの Androidでのア
セットの使用および iOSでのアセットの使
用を参照してください。

Adobe Creative Cloudプ
ラグインでワークフロー
をサポート

アセット・ユーザー Oracle Content Management用の Adobe
Creative Cloudプラグインでは、リスト・
ビューをサポートしています。Managing
Assets with Oracle Content Management
の Adobe Creative Cloud拡張機能の使用
を参照してください。

スマート・タグでの複数言
語のサポート

アセット・ユーザー サービス管理者がスマート・コンテンツを
有効化している場合は、アセットに適用さ
れているスマート・タグは、自動的に英語、
フランス語、イタリア語、ドイツ語、スペ
イン語および日本語で表示されます。これ
らの言語で検索されたタグによって返され
る結果は同一で、ユーザーが言語プリファ
レンスをこの中のいずれかの言語に設定し
た場合には、その優先言語でスマート・コ
ンテンツ・タグが表示されます。Managing
Assets with Oracle Content Management
のアセットの検索、フィルタおよびソート
を参照してください。

公開時におけるサイト・コ
ンパイルのステータスの
追跡

サイト開発者 公開時にコンパイルするサイトをサイト管
理者が設定すると、「サイトのプロパティ」
ダイアログにステータス・インジケータが
表示されます。完了すると、コンパイル・
ログへのリンクとともに、完了日時がリス
トされます。Building Sites with Oracle
Content Managementの公開時の自動コン
パイルの有効化を参照してください。

章は削除済 開発者 次の章は Building Sites with Oracle
Content Managementに移動されました。
• OCEツールキットでの開発
• サイト・リダイレクトまたは URLマッ
ピングの使用

• サイト・パフォーマンスの向上
• チュートリアル: Knockoutでのコンポ

ーネントの開発
カスタムのロゴの高さを
24ピクセルに変更しまし
た

管理者 カスタム・ロゴを追加すると、現在、高さ
は 24ピクセルになります。Administering
Oracle Content Managementのカスタム・
ブランディングおよび URLの適用を参照
してください。
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20.4.1 — 2020年 9月
機能 ロール 説明
iOS 14および iPadOS 14
のサポート

モバイル・ユーザー Oracle Content Managementモバイル・ア
プリケーションで、新しくリリースされた
iOS 14および iPadOS 14がサポートされ
ます。

Adobe Creative Cloud拡
張機能でワークフローを
サポート

アセット・ユーザー サービス管理者が Oracle Content
Management向けにワークフローを有効
化して統合している場合は、Oracle
Content Management用の Adobe
Creative Cloud拡張機能から、Adobe
Creative Suiteにある作業中のアセットの
ワークフローにアクセスできます。
Managing Assets with Oracle Content
Managementの Adobe Creative Cloud拡
張機能の使用を参照してください。

スマート・タグでの複数言
語のサポート

アセット・ユーザー サービス管理者がスマート・コンテンツを
有効化している場合は、アセットに適用さ
れているスマート・タグは、自動的に英語、
フランス語、イタリア語、ドイツ語、スペ
イン語および日本語で表示されます。これ
らの言語で検索されたタグによって返され
る結果は同一で、ユーザーが言語プリファ
レンスをこの中のいずれかの言語に設定し
た場合には、その優先言語でスマート・コ
ンテンツ・タグが表示されます。Managing
Assets with Oracle Content Management
のアセットの検索、フィルタおよびソート
を参照してください。

アセットを使用するサイ
トをアセット・インベント
リ・パネルにリスト

アセット・ユーザー 開いているアセットのインベントリ・パネ
ルに、どのサイトがそのアセットを使用す
るかが記載されたタブが表示されるように
なりました。Managing Assets with
Oracle Content Managementのデジタル・
アセットの表示および管理を参照してくだ
さい。

ワークフローの機能拡張 アセット・ユーザー サービス管理者が Oracle Content and
Experience向けにワークフローを有効化
して統合している場合は、アセットのワー
クフローの履歴を表示できるだけでなく、
複数のタスクが選択されている場合には、
複数のワークフロー・タスクに対してアク
ションを実行できます。Managing Assets
with Oracle Content Managementのワー
クフローの使用を参照してください。
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機能 ロール 説明
カスタム・コンテンツ・フ
ォーム

サイト開発者 コンテンツ・タイプを作成する際に、プロ
モートおよび使用できるカスタム・コンテ
ンツ・フォームを作成できます。このコン
テンツ・タイプを使用して作成されたコン
テンツ・アイテムでは、そのコンテンツ・
フォームが使用されます。Building Sites
with Oracle Content Managementのカス
タム・コンテンツ・フォームの開発を参照
してください。

公開時におけるサイト・コ
ンパイルのステータス・イ
ンジケータ

サイト開発者 公開時にコンパイルするサイトをサイト管
理者が設定すると、「サイトのプロパティ」
ダイアログにステータス・インジケータが
表示されます。完了すると、コンパイル・
ログへのリンクとともに、完了日時がリス
トされます。Building Sites with Oracle
Content Managementの公開時の自動コン
パイルの有効化を参照してください。

Embed UI API V2 開発者 『Integrating and Extending Oracle
Content Management』の「別のアプリケ
ーションへのWebユーザー・インタフェー
スの埋込み」の章は、次の項が更新されま
した:
• Javascript APIの使用
• Embed UI API V2を使用したWebイ

ンタフェースの埋込み
Embed UI API V2を使用して、アセットお
よびドキュメント用の Oracle Content
and Experience Webユーザー・インタフ
ェースを他のアプリケーションに埋め込む
ことができます。埋込みWebインタフェ
ースには、会話、サイト・コンテンツ、検
索結果などの Oracle Content and
Experience機能を含めることができます。

OCEツールキットの更新 開発者 OCEツールキットのコマンド・リストが更
新されました。Integrating and Extending
Oracle Content Managementの cecコマ
ンドライン・ユーティリティの使用を参照
してください。

サイト・コンパイル・サー
バーのエンドポイント
URLのテスト

開発者と管理者 サイト・コンパイル・サーバーを設定する
際に、エンドポイント URLをテストできま
す。Integrating and Extending Oracle
Content Managementのサイト・コンパイ
ル・サービスのセットアップ、および
Administering Oracle Content
Managementのコンパイル・エンドポイン
ト URLの設定を参照してください

ファイル・アップロード制
限の設定の更新

管理者 ファイル・アップロード制限の設定が更新
されました。Administering Oracle
Content Managementのファイルのタイプ
とサイズの制限を参照してください。
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機能 ロール 説明
コンテンツ・タイプを基準
としたアナリティクスの
フィルタ

管理者 アセットおよびコンテンツ・メトリックが
コンテンツ・タイプでフィルタされます。
Administering Oracle Content
Managementのアセットおよびコンテン
ツ・メトリックの表示を参照してください。

20.3.3 — 2020年 8月
機能 ロール 説明
新規 Redwoodユーザー・
インタフェース

すべてのユーザー Oracle Content Managementは
Redwood (Oracleの次世代の最先端ユー
ザー・エクスペリエンス設計システム)によ
り再設計されました。この新しい顧客重視
のシステムは、柔軟性に優れ、モダンでス
ケーラブルです。

Microsoft Internet
Explorerはサポートされ
なくなった

すべてのユーザー Oracle Content Managementでは、
Microsoft Internet Explorerはサポート
されなくなりました。

デスクトップ・アプリが認
証された

デスクトップ・アプリ
ケーション・ユーザー

Oracle Content Managementデスクトッ
プ・アプリケーションが認証されたため、
Appleが悪意のあるソフトウェアをチェッ
クできないためにアプリケーションを開け
ないという警告をユーザーが受け取ること
はなくなります。

簡単なワークフロー実装
のためのクイックスター
ト・ワークフロー・パッケ
ージ

アセット・ユーザー コンテンツ管理者は、Oracle Content
Managementを通じて
QuickStartApplicationパッケージをダウ
ンロードし、それを Oracle Integrationに
インポートして、Oracle Content
Managementでシンプルなマルチステッ
プ・コンテンツ承認ワークフローを使用で
きます。Managing Assets with Oracle
Content Managementのシードされたコン
テンツ・ワークフローの使用を参照してく
ださい。

新規アクティビティ・ロギ
ング

アセット・ユーザー Oracle Content Managementは、アセッ
ト・プロパティの「アクティビティ」タブ
で、タスクが割り当てられた時期やワーク
フロー管理アクティビティなどの追加のア
クティビティをログに記録するようになり
ました。Managing Assets with Oracle
Content Managementのデジタル・アセッ
トの表示および管理を参照してください。
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機能 ロール 説明
サイト・コンパイル・サー
ビス

開発者と管理者 コンパイル・サーバーの Dockerイメージを
作成して、Oracle Content Managementで
サイト・コンパイル・サービスをセットア
ップできます。このサービスにより、公開
前に使用するようにコンパイル・サーバー
を定義するオプションが与えられます。
Integrating and Extending Oracle
Content Managementのサイト・コンパイ
ル・サービスのセットアップ、および
Administering Oracle Content
Managementのコンパイル・エンドポイン
ト URLの設定を参照してください

標準サイトからのエンタ
ープライズ・テンプレート
の作成

開発者 開発者は、OCEツールキット CLIコマンド
を使用して、標準サイトからエンタープラ
イズ・テンプレートを作成できます。
Integrating and Extending Oracle
Content Managementの標準サイトからの
エンタープライズ・テンプレートの作成を
参照してください。

OCEツールキットの更新 開発者 OCEツールキットのコマンド・リストが更
新されました。Integrating and Extending
Oracle Content Managementの cecコマ
ンドライン・ユーティリティの使用を参照
してください。

Oracle Content
Managementでのグルー
プ設定の管理

管理者 Oracle Content and Experienceの「管理:
システム」の「ユーザー」ページを使用し
て、Oracle Content Management固有のグ
ループ設定を構成できるようになりまし
た。Administering Oracle Content
Managementのグループの共有および通知
設定の変更を参照してください。

スキャンできないファイ
ルの却下

管理者 4GBを超えるファイルなどウイルスをチェ
ックできない場合や、パスワードで保護さ
れた PDFなどのスキャンできないファイ
ルの場合は、ファイルのアップロードを却
下できます。Administering Oracle
Content Managementのファイルのタイプ
とサイズの制限を参照してください。

期限切れのサイトの自動
処理

管理者およびサイト
管理者

サイト・ガバナンスが有効な場合、サイト
管理者は、期限切れのサイトをオフライン
にするか自動的に削除するように構成でき
ます。サイト所有者および管理者は、有効
期限を延長するか削除したサイトを復元し
たい場合に、期限が切れる前に通知を受け
取ります。Administering Oracle Content
Managementの期限切れのサイトの自動処
理、および Building Sites with Oracle
Content Managementのテンプレート・ポ
リシーの変更を参照してください

20.3.2 — 2020年 7月
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機能 ロール 説明
Microsoft Office Online
でのMicrosoft Officeフ
ァイルの編集

すべてのユーザー システム管理者がMicrosoft Office Online
統合を有効にしている場合、Microsoft
Office OnlineのファイルをWebクライア
ントから直接編集できます。
Collaborating on Documents with Oracle
Content ManagementのMicrosoft Office
ファイルの編集を参照してください。

Oracle Integrationを介
したワークフロー機能の
拡張

アセット・ユーザー サービス管理者が Oracle Integrationワー
クフロー・オプションと連携するように
Oracle Content Managementを構成して
いる場合、アセットを強力な自動ワークフ
ローに提出して、承認とサイト公開を容易
に行うことができます。Managing Assets
with Oracle Content Managementのワー
クフローの使用を参照してください。

Adobe Creative Cloud拡
張機能を使用した標準ビ
デオ・アセットの Video
Plusへの変換

アセット・ユーザー Oracle Content Management用の Adobe
Creative Cloud拡張機能を使用して標準ビ
デオを Video Plusアセットに変換するこ
とで、Adobe Premiere Proと Adobe After
Effectsで直接 Video Plus拡張機能を簡単
に利用できます。Managing Assets with
Oracle Content Managementの Adobe
Creative Cloud拡張機能の使用を参照して
ください。

翻訳ジョブに追加された
追加のデータ・フィールド
のサポート

リポジトリ管理者 Oracle Content Managementでは、翻訳サ
ービスから使用できる追加のデータ・フィ
ールド(翻訳サービスから使用できる期日や
関連購買オーダーなどのデータ)がサポート
されます。Managing Assets with Oracle
Content Managementの翻訳コネクタの統
合を参照してください。

レコメンデーションでの
タクソノミおよびカテゴ
リのサポート

サイト管理者 レコメンデーションのルール・セットを定
義する際にタクソノミとカテゴリを基準に
できます。カテゴリの子を含めて、タクソ
ノミ全体で複数のカテゴリを選択できま
す。Managing Assets with Oracle
Content Managementのオーディエンス・
ルールの定義を参照してください。

レコメンデーションのテ
スト・プロファイル

サイト管理者 レコメンデーションをテストする際に使用
するオーディエンス属性値のコレクション
を作成して、それをテスト・プロファイル
として保存し、異なる属性値で簡単にテス
トできるようにします。テスト・プロファ
イルは、レコメンデーションの作成時、ま
たはサイト・ビルダーのページに配置され
たレコメンデーションのテスト時に使用で
きます。Managing Assets with Oracle
Content Managementのレコメンデーショ
ンのテストを参照してください。
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機能 ロール 説明
静的サイト公開時の自動
コンパイル

サイト開発者 サイト管理者がコンパイル・サーバーを指
定している場合、サイトの公開時にそのサ
イトをコンパイルするよう選択できます。
Building Sites with Oracle Content
Managementの公開時の自動コンパイルの
有効化を参照してください。

ヘッドレス CMSサンプル サイト開発者 サンプルが GitHubとガイドに追加されま
した。Developing with Oracle Content
Management As a Headless CMSのサン
プルを参照してください。

Embed UI API V2 開発者 埋込み UI API V2を使用して、アセットお
よびドキュメント用の Oracle Content
Management Webユーザー・インタフェ
ースを他のアプリケーションに埋め込むこ
とができます。埋込みWebインタフェー
スには、会話、サイト・コンテンツ、検索
結果などの Oracle Content Management
機能を含めることができます。Integrating
and Extending Oracle Content
Managementの別のアプリケーションへの
Webユーザー・インタフェースの埋込みを
参照してください。

プロセス統合 開発者 コンテンツ・ワークフローのために Oracle
Integrationと統合できます。Integrating
and Extending Oracle Content
Managementの Oracle Process Cloud
Serviceとの統合を参照してください。

更新された OCE ツールキ
ット・コマンド

開発者 OCEツールキット・コマンドを使用して、
次のタスクを実行できるようになりました:
• サイトのコンパイル
• コレクションへのコンテンツの追加お
よびコレクションからのコンテンツの
削除

• 不適切に閉じられている HTMLタグ
の識別

• コンテンツ・アイテムなしでのサイト
の転送

• グループのコンテンツ・アイテムのダ
ウンロードまたはアップロード

コマンドのリストも更新されました。
Integrating and Extending Oracle
Content Managementの OCEツールキッ
トでの開発および cecコマンドライン・ユ
ーティリティの使用を参照してください。
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機能 ロール 説明
請求制限の強制 管理者 選択した請求制限に達したときにユーザー

が新しいオブジェクト(アセットやファイル
など)を作成できないようにしたり、選択し
たアウトバウンド・データ転送制限に達し
たときにユーザーが Oracle Content
Managementと、Oracle Content
Managementで作成されたサイトにアク
セスできないようにしたりできます。
Administering Oracle Content
Managementの請求設定の構成を参照して
ください。

20.3.1 — 2020年 7月
機能 ロール 説明
既存のコンテンツがある
コンテンツ・タイプ・フィ
ールドを削除する際の検
証

アセット・ユーザー コンテンツ・タイプからフィールドを削除
する際に、関連付けられたコンテンツ・ア
イテムにそのフィールドの情報が含まれる
場合は、関連付けられたコンテンツ・アイ
テムのステータスに応じて利用可能なオプ
ションが表示されます。Managing Assets
with Oracle Content Managementのコン
テンツ・タイプの編集を参照してください。

アセット依存関係と参照
のリストがあるアセッ
ト・インベントリの表示

アセット・ユーザー 「インベントリ」ページがサイドバー・パネ
ルに追加されました。これには、選択した
コンテンツ・アイテムが依存するアセット
がリストされ、選択したコンテンツ・アイ
テムに依存するコンテンツ・アイテムをリ
ストする「参照元」タブが含まれます。
Managing Assets with Oracle Content
Managementのコンテンツ・アイテムの表
示および管理を参照してください。

コンテンツ・タイプの作成
時にフィールド値を継承
できるかどうかの指定

アセット・ユーザー コンテンツ・タイプの作成時に、新規言語
を追加する際にプライマリ言語アセットか
ら値を継承するオプションがあります。こ
れは、翻訳せずに一貫性を保ちたいロゴや
テキスト・フィールドがある場合に便利で
す。Managing Assets with Oracle
Content Managementのコンテンツ・タイ
プの作成と共有を参照してください。

アセットのカスタム・ロケ
ールのサポート

アセット・ユーザー 組織のニーズに基づいてカスタム・ローカ
ルを作成できます。カスタム・ロケール・
コードは、ベース言語、任意の地域の方言
コード(該当する場合)、およびカスタマイズ
を識別するためにお客様の組織が必要とす
るその他のもので構成します。Managing
Assets with Oracle Content Management
の翻訳のカスタム・ロケールを参照してく
ださい。
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機能 ロール 説明
言語アセットを操作する
ための改善されたインタ
フェース

アセット・ユーザー 複数の言語があるコンテンツ・アイテムを
操作する場合、スライドアウト・パネルに、
より簡単な表示、ワークフロー、その他の
機能(コンテンツ・アイテムの各言語アセッ
トに固有のプロパティとアクティビティの
表示など)が提供されるようになりました。
Managing Assets with Oracle Content
Managementの言語アセットの操作を参照
してください。

フレンドリ・エイリアス
URLリダイレクトなどの
サイトのカスタム・ロケー
ルのサポート

サイト開発者 カスタム・ロケールはサイトの作成時にサ
ポートされ、名前/値のペアを定義して、サ
イト URLで使用される場合にカスタム・ロ
ケールの複雑さを軽減するための言語コー
ド・エイリアスを作成できます。Building
Sites with Oracle Content Managementの
翻訳のカスタム・ロケールを参照してくだ
さい。

サイト管理者がすべての
削除済サイトを参照でき
る

サイト管理者 サイト管理者は、自分が所有するものだけ
でなく、ごみ箱の中のすべての削除済サイ
トを表示して復元できます。Building Sites
with Oracle Content Managementのサイ
トおよびサイト設定の管理を参照してくだ
さい。

サイト作成者は、サポート
されるコンテンツ・レイア
ウトを使用して、コンテン
ツ・アイテムおよびコンテ
ンツ・リスト・コンポーネ
ントにカスタム設定を追
加できる

サイト開発者 コンテンツ・レイアウトの作成時に開発者
が指定した場合、そのレイアウトを使用し
ているコンテンツ・アイテムおよびコンテ
ンツ・リスト・コンポーネントは、サイト
作成者がサイト内でこれらのコンポーネン
トを使用するときにカスタム設定を追加で
きるようにします。Building Sites with
Oracle Content Managementのコンテン
ツ・アイテム・コンポーネントを参照して
ください。

カテゴリを使用して、コン
テンツ・リスト・コンポー
ネントを使用する際にコ
ンテンツ・リスト問合せを
絞り込む

サイト開発者 サイト作成者は、カテゴリを選択してコン
テンツ・アイテムのリストをフィルタ処理
し、コンテンツ・リスト・コンポーネント
を使用する際に特定の 1つまたは複数のカ
テゴリ内のアイテムのみを表示できるよう
になりました。Building Sites with Oracle
Content Managementのコンテンツ・リス
トを参照してください。

更新されたヘッドレス
CMSサンプル

サイト開発者 GitHub内および「サンプル」の章(以前の
「チュートリアル」の章)のサンプルへのリン
クが更新されました。Developing with
Oracle Content Management As a
Headless CMSのサンプルを参照してくだ
さい。

17



機能 ロール 説明
アセットの特定のバージ
ョンのプロバイダ・トーク
ンの生成

開発者 コンテンツ管理用の REST APIのプロバイ
ダ・トークン・リソースを使用して、特定
のバージョンのアセットのプロバイダ・ト
ークンを生成できるようになりました。
Developing with Oracle Content
Management As a Headless CMSおよび
コンテンツ管理用の REST APIのヘッドレ
ス開発用の Oracle Content and
Experience REST APIを参照してくださ
い。

OCEツールキットの新し
いコマンド

開発者 OCEツールキットのコマンド・リストが更
新されました。Integrating and Extending
Oracle Content Managementの cecコマ
ンドライン・ユーティリティの使用を参照
してください。

cec upload-taxonomyコ
マンドの新しいオプショ
ン

開発者 T2Pおよび Newオプションが cec
upload-taxonomyコマンドに追加されま
した。T2P 同じ IDを持つアセットまたは
タクソノミがターゲットの Oracle Content
Managementインスタンスに存在するか
どうかを確認します。Newでは、新しいア
セットまたはタクソノミがターゲットの
Oracle Content Managementインスタン
スに作成されます。Integrating and
Extending Oracle Content Management
のタクソノミのインポートおよびエクスポ
ートを参照してください。

Oracle Content
Managementの既存のラ
イセンスの使用

管理者 既存の Oracle WebCenter Middlewareラ
イセンス(BYOL)を使用して、Oracle
Content Managementインスタンスを作
成できるようになりました。
Administering Oracle Content
Managementの Oracle Content and
Experienceサービス・インスタンスの作成
を参照してください。

最大ビデオ・ファイル・サ
イズの設定

管理者 ビデオの最大ファイル・サイズを設定でき
ます。Administering Oracle Content
Managementの最大ビデオ・ファイル・サ
イズの設定を参照してください。

20.2.3 — 2020年 6月
機能 ロール 説明
Webクライアントでの
Microsoft Officeファイ
ルの作成

すべてのユーザー Webクライアントから Microsoft Office
の新規ファイルを直接作成できます。
Collaborating on Documents with Oracle
Content ManagementのWebクライアン
トでのMicrosoft Officeファイルの作成お
よび編集を参照してください。
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機能 ロール 説明
アセットの参照時または
編集時におけるアイテム
のプレビュー

アセット・ユーザー 新しいプレビュー機能では、表示中のペー
ジから移動することなく、ドロワーにアセ
ットやコンテンツ・アイテムを開けます。
このため、コンテンツ・アイテムの作成中
や編集中に、参照しているアセットを簡単
に表示して置き換えられます。Managing
Assets with Oracle Content Management
のコンテンツ・アイテムの表示および管理
を参照してください。

コンテンツ・アイテムのバ
ージョン間の差分の比較

アセット・ユーザー コンテンツ・アイテムを開いて、バージョ
ン間の差分を簡単に比較できます。
Managing Assets with Oracle Content
Managementのコンテンツ・アイテムのバ
ージョンの比較を参照してください。

標準ビデオ・アセットの
Video Plusへの変換

アセット・ユーザー Video Plusを有効にすると、「アセット」ペ
ージから、または標準ビデオの表示中に、
標準ビデオ・アセットを Video Plusアセッ
トに変換できます。Managing Assets with
Oracle Content Managementの標準ビデ
オの Video Plusへの変換を参照してくだ
さい。

Adobe Creative Cloud拡
張機能における、Video
Plusアセットと、カテゴ
リが類似するアセットの
検索のサポート

アセット・ユーザー Adobe CC拡張機能では、Video Plusアセ
ットのサムネイルやフィルム・ストリップ
を表示できるだけでなく、ビデオを表示す
ることや、Premier Proにアセットをドラ
ッグして編集することも可能です。拡張機
能では、類似したカテゴリの検索機能もサ
ポートされていて、同じカテゴリを共有す
るその他のアセットを検索できます。
Managing Assets with Oracle Content
Managementの Adobe Creative Cloud拡
張機能の使用を参照してください。

テンプレートのインポー
ト/エクスポート時および
サイトのコピー/公開時に
おけるレコメンデーショ
ンのサポート

サイト管理者 レコメンデーションを使用するサイトがあ
る場合、サイト・テンプレートのインポー
トやエクスポート時、またはサイトのコピ
ーや公開時に、レコメンデーションが含ま
れるようになりました。

初めてのWebサイトの作
成

サイト開発者 新しいチュートリアルでは、すぐに使用可
能なテンプレートを利用して、Webサイト
の設定や公開を順を追って説明します。追
加でコーディングする必要がなく、初めて
のWebサイトでも非常に簡単に作成でき
ることがわかります。Building Sites with
Oracle Content Managementの初めての
Webサイトの作成を参照してください。

新しい空白のデフォル
ト・テンプレート

サイト開発者 お客様独自の設計をする場合に、サイト開
発者の助けとなるよう、新しいデフォルト・
テンプレートは、構造が最小限になってい
ます。Building Sites with Oracle Content
Managementのテンプレートの理解を参照
してください。
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機能 ロール 説明
インタフェースにおける
カスタム・ロケールのサポ
ート

サイト開発者 お客様のシステムで、翻訳時にカスタム・
ロケールを使用する場合、Oracle Content
Managementでは、インタフェースにカス
タム・ロケールのコード全体が表示されま
す。Building Sites with Oracle Content
Managementのサイト翻訳ジョブの管理を
参照してください。

レコメンデーション・コン
ポーネントの組込み

サイト開発者 エンタープライズ・サイト・ページに定義
済のレコメンデーションを簡単に配置でき
る、レコメンデーション用の新しいコンテ
ンツ・アイテム・コンポーネントがありま
す。Building Sites with Oracle Content
Managementのレコメンデーションを参照
してください。

サイト作成時におけるロ
ーカリゼーション・ポリシ
ーまたはアセット・リポジ
トリの作成

リポジトリ管理者お
よびサイト開発者

サイトの作成時、リポジトリ管理者は、サ
イト作成のコンテキストから離れずに、新
しいリポジトリやローカリゼーション・ポ
リシーを作成できます。Building Sites
with Oracle Content Managementのサイ
トの作成を参照してください。

段落コンポーネントのリ
ッチテキスト・エディタ
で、コンテンツ・アイテ
ム、標準ビデオおよび
Video Plusアセットの挿
入が可能

サイト開発者 段落コンポーネントで使用するリッチテキ
スト・エディタでは、サイト・ページの段
落にビデオ・アセットやコンテンツ・アイ
テムの挿入がサポートされており、レイア
ウト・オプションがさらに強化され、高度
になっています。Building Sites with
Oracle Content Managementの段落を参
照してください。

コンポーネント・プロパテ
ィにおけるカスタム・エデ
ィタ・データ・フィールド
の表示のサポート

サイト開発者 カスタム・フィールド・エディタを作成し
てプロモートすると、エディタでサポート
されているデータ型を「コンポーネント・
プロパティ」ページで簡単に確認できます。
Building Sites with Oracle Content
Managementのカスタム・フィールド・エ
ディタでサポートされているデータ型の表
示を参照してください。

ヘッドレス CMSチュート
リアル

サイト開発者 『Developing with Oracle Content
Management As a Headless CMS』にチュ
ートリアルが追加され、更新されました。
ヘッドレス Oracle Content and
Experienceを使用した Reactでのブログ
の作成、ヘッドレス Oracle Content and
Experienceを使用した JavaScriptでのブ
ログの作成およびヘッドレス Oracle
Content and Experienceを使用したイメ
ージ・ギャラリの作成を参照してください。
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機能 ロール 説明
プロキシ・サービスのカス
タム・ヘッダー

開発者 各リクエストとともにバックエンド・サー
ビスに送信する必要があるものだけでな
く、プロキシ・サービスのカスタム・ヘッ
ダーも指定できます。Integrating and
Extending Oracle Content Management
のプロキシ・サービスのカスタム・ヘッダ
ーの構成を参照してください。

Lingotek翻訳コネクタの
カスタム・ロケール

開発者 Lingotek翻訳コネクタにカスタム・ロケー
ルを指定できます。Integrating and
Extending Oracle Content Management
の Lingotek翻訳コネクタへのカスタム・ロ
ケールの追加を参照してください。

Microsoft OneDriveコネ
クタの新しい Azure構成

開発者 Microsoft OneDriveコネクタの説明が、新
しい Azure構成で更新されました。
Integrating and Extending Oracle
Content ManagementのMicrosoft
OneDriveコンテンツ・コネクタの構成を参
照してください。

OCEツールキットのイン
ストール手順の更新

開発者 OCEツールキットのインストール手順が更
新されました。Integrating and Extending
Oracle Content Managementのローカル・
マシンでの OCEツールキットの設定を参
照してください。

OCEツールキットを使用
したレコメンデーション
のインポートおよびエク
スポート

開発者 開発者は、OCEツールキット・コマンドを
使用して、レコメンデーションをインポー
トおよびエクスポートできます。
Integrating and Extending Oracle
Content Managementのレコメンデーショ
ンのインポートおよびエクスポートを参照
してください。

OCEツールキットのコマ
ンド・リストの更新

開発者 OCEツールキットのコマンド・リストが更
新されました。Integrating and Extending
Oracle Content Managementの cecコマ
ンドライン・ユーティリティの使用を参照
してください。

コンテンツ管理用の REST
APIを使用したカスタム
言語コードの作成

開発者 コンテンツ管理用の REST APIの言語コー
ド・リソースを使用して、カスタム言語コ
ードの作成や、有効なすべての言語コード
の読取りまたはリスト作成ができるように
なりました。Integrating and Extending
Oracle Content Managementのコンテン
ツ管理用の REST APIを参照してください。

リポジトリ・メトリックに
含まれるビデオの表示

管理者 リポジトリの分析を表示する際に、特定の
リポジトリを選択すると、ビデオ・メトリ
ックをクリックして「アセット」ページに
移動し、選択されたリポジトリのビデオを
参照できます。Administering Oracle
Content Managementのリポジトリ・メト
リックを参照してください。
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20.2.2 — 2020年 5月
機能 ロール 説明
Video Plusでのビデオ編
集

アセット・ユーザー Video Plusを有効にすると、ビデオのトリ
ミングおよびクリップの設定によるフェー
ド・インまたはフェード・アウトなど、
Oracle Content Managementで直接、
Video Plusアセットを編集できます。
Managing Assets with Oracle Content
Managementのビデオの編集を参照してく
ださい。

Adobe Creative Cloud拡
張機能の改良

アセット・ユーザー Adobe Creative Cloudの拡張機能を使用
すると、アセット・プロパティを拡張機能
内で直接更新きます。Managing Assets
with Oracle Content Managementの
Adobe Creative Cloud拡張機能の使用を
参照してください。

スマート・カテゴリ化 アセット・ユーザー スマート・コンテンツを有効にしてカテゴ
リを定義すると、Oracle Content
Managementではリポジトリのコンテン
ツ・アイテムをレビューし、迅速かつ容易
に割り当てることができる大きなグループ
のコンテンツ・アイテムに対してカテゴリ
を提案できます。Managing Assets with
Oracle Content Managementのアセット・
カテゴリの割当てを参照してください。

再分類済アセットをすば
やく検索するためのフィ
ルタ

アセット・ユーザー 再分類されたアセットを表示するために、
追加のフィルタを使用できます。
Managing Assets with Oracle Content
Managementのアセットの検索、フィルタ
およびソートを参照してください。

レコメンデーションの定
義時のオーディエンス・ル
ールのグループ化

サイト管理者 複合式を作成してレコメンデーションの定
義時に詳細な結果を返したり、ANDおよび
ALLグループ演算子を使用して複数のルー
ルとサブグループがどのように相互作用す
るかを判定します。Managing Assets with
Oracle Content Managementのオーディ
エンス・ルールの定義を参照してください。

サイトの構築または編集
時のコンテンツの作成ま
たはアップロード

サイト開発者 サイトの構築または編集時のコンテンツ・
アイテムの作成またはメディアの直接的な
アップロード。Building Sites with Oracle
Content Managementのコンテンツ・アイ
テム・コンポーネントを参照してください。

名前/値のペアとしてのカ
スタム・サイトのプロパテ
ィの追加

サイト開発者 カスタム・プロパティは、基礎となるスク
リプトとコンポーネント・コードを変更す
ることなく、サイトをパラメータ化または
カスタマイズするために、サイトとともに
定義および格納できます。Building Sites
with Oracle Content Managementのカス
タム・サイトのプロパティの追加を参照し
てください。
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機能 ロール 説明
ダウンロード可能な SDK サイト開発者 SDKは、Oracle Content Managementの

ダウンロード・ページで入手できます。
Integrating and Extending Oracle
Content Managementの Oracle Content
and Experience SDK、および Developing
with Oracle Content Management As a
Headless CMSのコンテンツ SDKとモバイ
ル SDKを参照してください。

ヘッドレス CMSの概念お
よびクイック・スタート情
報

サイト開発者 概念およびクイック・スタート情報が追加
されました。Developing with Oracle
Content Management As a Headless CMS
の主な概念およびクイック・スタートを参
照してください。

Webフック・イベント・
ログ

開発者 Webフックに投稿されたイベントのログ
にアクセスできます。Integrating and
Extending Oracle Content Management
のWebフック・イベントのモニターを参照
してください。

Microsoft SharePointコ
ンテンツ・コネクタ

開発者 Microsoft SharePoint用の新しいコンテン
ツ・コネクタが使用可能です。Integrating
and Extending Oracle Content
ManagementのMicrosoft SharePoint
Onlineコンテンツ・コネクタの構成を参照
してください。

コンテンツ・コネクタ用に
自己署名証明書なし

開発者 コンテンツ・コネクタは、自己署名証明書
を受け入れなくなりました。Integrating
and Extending Oracle Content
Managementのコンテンツ・コネクタの使
用を参照してください。

REST API用の更新済
OAuth情報

開発者 REST API OAuthサポートに関する情報が
更新されました。Integrating and
Extending Oracle Content Management
の OAuthを使用した Oracle Content and
Experienceとの統合を参照してください。

REST APIによる日付フィ
ールドの検索

開発者 ドキュメント用の REST APIから検索 API
を使用して、日付型のメタデータ・フィー
ルドを検索できるようになりました。これ
により、正確に一致する日付または日付の
範囲(日付が特定の開始日と特定の終了日の
間にあるファイル)を検索できます。
Integrating and Extending Oracle
Content Managementの Querytextパラ
メータによる検索を参照してください。

更新された OCE ツールキ
ット・コマンド

開発者 OCEツールキットのコマンド・リストが更
新されました。Integrating and Extending
Oracle Content Managementの cecコマ
ンドライン・ユーティリティの使用を参照
してください。
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機能 ロール 説明
カスタム・サイト・プロパ
ティを取得するサイト・レ
ンダリング API

開発者 サイト・レンダリング APIに
getCustomSitePropertyという新しい関数
が追加されましたが、これは Oracle
Content Managementの全Webページに
存在するwindow-globalオブジェクトで、
主にページのスロットやコンポーネントの
レンダリングを処理しており、テーマ・レ
イアウトに存在する JavaScriptコードのイ
ンタフェースを提供します。Integrating
and Extending Oracle Content
Managementの SCSCompileAPIを参照し
てください。

請求制限の通知の更新 管理者 インスタンスが指定された請求制限に近づ
いたときに通知を送信するように Oracle
Content Managementを構成した場合、請
求制限の 90%に達すると、通知を受信しま
す。Administering Oracle Content
Managementの請求設定の構成を参照して
ください。

新規ビデオ・メトリック 管理者 「アナリティクス」ページに表示される新規
ビデオ・メトリックがあります。
Administering Oracle Content
Managementのリポジトリ・メトリックを
参照してください。

サービス制限、割当て制
限、ポリシーおよびイベン
トについて記載されてい
ます

管理者 Oracle Content Managementのサービス
制限、割当て制限、ポリシーおよびイベン
トについて記載されています。
Administering Oracle Content
Managementの管理の概要を参照してくだ
さい。

20.2.1 — 2020年 4月
機能 ロール 説明
拡張された主な概念およ
び内容

すべてのユーザー より多くのガイドが、主な概念を説明する
導入的な内容を紹介しています。
• Collaborating on Documents with

Oracle Content Management
• Managing Assets with Oracle

Content Management
• Developing with Oracle Content

Management As a Headless CMS
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機能 ロール 説明
Video Plusにより向上し
たビデオ・パフォーマンス

アセット・ユーザー 有効にした場合、Video Plusにより、アダ
プティブ・ビットレート・ストリーミング、
自動フォーマット変換、調整可能なビデオ
品質、多様な再生速度、アニメーション化
されたプレビューなどのビデオの高度な使
用および管理機能が提供されます。ガイ
ド・ツアーを表示して、Managing Assets
with Oracle Content Managementで
Video Plusを確認してください。

Adobe Creative Cloud拡
張機能の改良

アセット・ユーザー Adobe Creative Cloudの拡張機能を使用
する際、アセット・プロパティを拡張機能
内で直接表示できます。Managing Assets
with Oracle Content Managementの
Adobe Creative Cloud拡張機能の使用を
参照してください。

タクソノミのエクスポー
トおよびインポート

リポジトリ管理者 既存のタクソノミをエクスポートして、新
規用のドラフトとして使用するためにイン
ポートできるようになりました。
Managing Assets with Oracle Content
Managementのタクソノミの作成と管理を
参照してください。

コンパイル済アダプティ
ブ・レイアウトをサポート
するモバイル User-Agent
の指定

サイト開発者 サイトをコンパイルする際、アダプティブ・
レイアウトをサポートするためにモバイ
ル・ページが作成されます。モバイル・ペ
ージを呼び出す user-agentを指定できま
す。Building Sites with Oracle Content
Managementのコンパイル済アダプティ
ブ・レイアウトをサポートするモバイル
User-Agentの指定を参照してください。

カスタム・コンテンツ・フ
ィールド・エディタの作成

サイト開発者 コンテンツ・タイプを作成する際にプロモ
ートおよび使用できるコンテンツ・フィー
ルド・エディタを作成し、データ・フィー
ルドの外観を制御できます。Building Sites
with Oracle Content Managementのロー
カル・コンポーネント、レイアウトまたは
コンテンツ・フィールド・エディタの作成
を参照してください。

複数値オーディエンス属
性のサポート

サイト開発者 レコメンデーション内でオーディエンス・
ルールを定義する際、ルールでリスト値と
互換性のある演算子(「次と等しい」、「次と等
しくない」、「最適な一致」など)を使用する
場合は、値リストを入力できます。
Managing Assets with Oracle Content
Managementのオーディエンス・ルールの
定義を参照してください。
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機能 ロール 説明
コンパイル済サイトのカ
スタム・キャッシュ制御ヘ
ッダーの設定

管理者およびサイト
開発者

会社でコンパイル済サイトが使用されてい
る場合、インスタンスで作成されたコンパ
イル済サイトに対してデフォルトで使用さ
れるカスタム・キャッシュ制御ヘッダーを
設定できます。Administering Oracle
Content Managementの静的サイトのカス
タム・キャッシュ制御ヘッダーの設定を参
照してください。
サイト開発者は、サイト・プロパティで特
定のサイトについて、コンパイル済サイト
がユーザーのブラウザにキャッシュされる
デフォルト時間をオーバーライドすること
もできます。Building Sites with Oracle
Content Managementのコンパイル済サイ
トのデフォルト・キャッシュ制御ヘッダー
のオーバーライドを参照してください。

REST APIエンドポイント
の変更

開発者 すべての Oracle Content Management
REST APIエンドポイントでは、/
social/api/v1の前にインスタンス名"osn"
が常に必要です。Integrating and
Extending Oracle Content Management
の会話用の REST API機能およびユーザー
とグループ用の REST APIを参照してくだ
さい。

複数の Lingotek翻訳コネ
クタの登録

開発者 複数の Lingotek言語サービス・プロバイダ
(LSP)コネクタを登録できるようになりま
した。Integrating and Extending Oracle
Content Managementの複数の Lingotek
コネクタの登録を参照してください。

OCEツールキットでのカ
スタム・フィールド・エデ
ィタのサポート

開発者 OCEツールキットを使用すると、Oracle
Content Managementのカスタム・フィー
ルド・エディタを作成および管理できます。
Integrating and Extending Oracle
Content Managementのカスタム・フィー
ルド・エディタの開発を参照してください。

Webフックのヘッダー 開発者 ヘッダー・オプションは、Oracle Content
Management Webフック・レシーバの構
成に使用できます。Integrating and
Extending Oracle Content Management
のWebフックの構成を参照してください。

モバイル・デバイス用のサ
イトのコンパイル

開発者 Oracle Content Managementモバイル機
能を含むサイトを Oracle Content
Managementランタイムにデプロイでき
ます。Integrating and Extending Oracle
Content Managementのモバイル・デバイ
スのコンパイル・サイトを参照してくださ
い。
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機能 ロール 説明
カスタム・コンポーネン
ト、テンプレートおよびコ
ンテンツ・レイアウトのロ
ーカルでのテスト

開発者 テンプレートまたはサーバーのコンテンツ
を使用して、コンポーネントをローカルで
テストできます。Integrating and
Extending Oracle Content Management
のローカル・テスト・ハーネスでのカスタ
ム・コンポーネント、テンプレートおよび
コンテンツ・レイアウトのテストを参照し
てください。

OCEツールキットを使用
したコンテンツ・アイテム
のチャネルへの追加

開発者 OCEツールキットを使用して、コンテン
ツ・アイテムをチャネルに追加できます。
Integrating and Extending Oracle
Content Managementのコンテンツ・アイ
テムのチャネルへの追加を参照してくださ
い。

OCEツールキットを使用
したタクソノミのインポ
ートおよびエクスポート

開発者 OCEツールキット・コマンドを使用して、
Oracle Content Managementサーバーか
らローカル・マシンにタクソノミをインポ
ートしたり、ローカル・マシンからサーバ
ーにタクソノミをエクスポートしたりでき
ます。Integrating and Extending Oracle
Content Managementのタクソノミのイン
ポートおよびエクスポートを参照してくだ
さい。

更新された OCE ツールキ
ット・コマンド

開発者 OCEツールキットのコマンド・リストが更
新されました。Integrating and Extending
Oracle Content Managementの cecコマ
ンドライン・ユーティリティの使用を参照
してください。

プライベート・インスタン
スのサポート

管理者 イントラネット内のみで表示できるプライ
ベート・インスタンスを作成する場合、
Oracle Cloud Infrastructure FastConnect
を使用すればそれが可能です。
FastConnectは、インターネットベースの
接続と比較して、より高帯域で信頼性が高
く、かつ一貫性のあるネットワーキング体
験を提供する専用プライベート接続です。
Administering Oracle Content
Managementの Oracle Cloud
Infrastructure FastConnectを使用したプ
ライベート・インスタンスの作成を参照し
てください。

制御されたアップグレー
ド

管理者 インスタンスをただちにアップグレードす
るか(Oracle Content Managementの新規
リリースが使用可能になったらできる限り
早く)、または時期を後ろにずらしたスケジ
ュールでアップグレードするか(最新のリリ
ースの 1つ前のリリース)を制御します。
Administering Oracle Content
Managementの Oracle Content and
Experienceサービス・インスタンスの作成
を参照してください。
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機能 ロール 説明
現在の請求アイテム数 管理者 請求メトリックについて通知を受ける制限

の指定に加え、それらの請求アイテムの現
在の数を表示できるようになりました。
Administering Oracle Content
Managementの請求設定の構成を参照して
ください。

20.1.3 — 2020年 3月
機能 ロール 説明
Oracle Policy
Automationのリブラン
ド

すべてのユーザー Oracle Policy Automationが Oracle
Intelligent Advisorにリブランドされまし
た。一部のインタフェースでは、依然とし
て Oracle Policy Automationと呼んでい
る場合があります。

ガイド・ツアーの更新 すべてのユーザー ガイド・ツアーが新しい外観に更新されま
した。

コンテンツ・タイプ・フィ
ールドを翻訳しないよう
に設定

アセット・ユーザー コンテンツ・タイプの作成時に、テキスト
に入力されたデータ、大きいテキスト、ま
たは埋込みコンテンツ・フィールドを翻訳
するかどうかを指定できます。これは、た
とえば製品説明を翻訳する必要はあるが製
品名は翻訳しない場合に役立ちます。翻訳
者に追加の指示を提供するコメントやノー
トも提供できます。Managing Assets with
Oracle Content Managementのコンテン
ツ・タイプの作成と共有を参照してくださ
い。

Adobe Creative Cloud拡
張機能の更新

アセット・ユーザー 「カテゴリ」タブの検索フィールドを使用し
て、特定のカテゴリを検索できます。
Managing Assets with Oracle Content
Managementの Adobe Creative Cloud拡
張機能の使用を参照してください。

カテゴリの検索 アセット・ユーザー 「カテゴリ」タブの検索フィールドを使用し
て、特定のカテゴリを検索できます。
Managing Assets with Oracle Content
Managementのアセットの検索、フィルタ
およびソートを参照してください。

類似カテゴリのアセット
の検索

アセット・ユーザー カテゴリが有効で、アセットに割り当てら
れている場合、Oracle Content
Managementでは類似カテゴリに割り当
てられているアセットを検索できます。
Managing Assets with Oracle Content
Managementのアセットの検索、フィルタ
およびソートを参照してください。
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機能 ロール 説明
レコメンデーションのド
ラッグアンドドロップ定
義

サイト開発者 レコメンデーションを作成する場合、オー
ディエンス・ルールを定義する際にコンテ
ンツ・フィールドをドラッグアンドドロッ
プできるようになりました。Managing
Assets with Oracle Content Management
のオーディエンス・ルールの定義を参照し
てください。

レコメンデーションで使
用される日付フィールド
のカスタム関数

サイト開発者 カスタム関数では、日付と日付範囲を自動
的に定義でき、場合によっては属性の時刻
をオフセットできるようになりました。
Managing Assets with Oracle Content
Managementのオーディエンス・ルールの
定義を参照してください。

レコメンデーションをテ
ストするときに使用する
日付の指定

サイト開発者 レコメンデーションの作成時に日付関数が
使用される場合、レコメンデーションをテ
ストするときに使用する特定の日付を指定
できます。Managing Assets with Oracle
Content Managementのレコメンデーショ
ンのテストを参照してください。

特定のテーマに対するコ
ンポーネントの設定での
位置合せ、幅または間隔オ
プションの非表示

サイト開発者 component.jsonファイルを編集して、コン
ポーネントの設定で「幅」または「間隔」
オプションを非表示にできるようになりま
した。これは、サイト作成者に共通のツー
ルを提供し、ルック・アンド・フィールが
一貫したサイトを作成する場合に便利で
す。Building Sites with Oracle Content
Managementのテーマのコンポーネントの
位置合せ、幅または間隔オプションの非表
示を参照してください。

OAuthを通じた REST
APIアクセス

開発者 Oracle Content and Experience REST
APIへの開発者のアクセスは、OAuthクラ
イアントを使用して CG/WTSSで保護され
ます。Integrating and Extending Oracle
Content Managementの OAuthを使用し
た Oracle Content and Experienceとの統
合を参照してください。

「翻訳しない」フィールド
のフィルタ

開発者 「翻訳しない」フィールドを翻訳からフィル
タで除外します。Integrating and
Extending Oracle Content Management
の Oracle Content and Experience
Serverでの新規サイトまたはアセット翻
訳ジョブの作成を参照してください。

Lingotek試用コネクタ 開発者 Lingotek試用コネクタにサインアップし
ます。Integrating and Extending Oracle
Content Managementのコンテンツ翻訳用
の Lingotek試用コネクタのリクエストを
参照してください。

既存の Lingotekアカウン
トの使用

開発者 既存の Lingotekアカウントで翻訳コネク
タのインスタンスを構成します。
Integrating and Extending Oracle
Content Managementの Lingotek LSP翻
訳コネクタの有効化を参照してください。
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機能 ロール 説明
OCEツールキット・コン
パイル・モバイル・サイト

開発者 サイト・コンパイル・サービスを使用して、
モバイル配信に OCE機能を使用するサイ
トをコンパイルします。Integrating and
Extending Oracle Content Management
のモバイル・デバイスのコンパイル・サイ
トを参照してください。

OCEツールキットの cec
コマンドの更新

開発者 OCEツールキットのコマンド・リストが更
新されました。Integrating and Extending
Oracle Content Managementの cecコマ
ンドライン・ユーティリティの使用を参照
してください。

コンテンツ管理用の REST
APIの更新

開発者 コンテンツ管理用の REST APIでは REST
APIの 2つの新規カテゴリを使用できます:
• スラグによるアイテム : アイテムのバ
リエーション、コレクション、公開情
報、関係、タグ、タクソノミ、バリエ
ーションおよびバージョンの詳細を提
供するスラグによってアイテムを管理
するためのリソース。

• レコメンデーション: レコメンデーシ
ョンを管理するためのリソース。

Integrating and Extending Oracle
Content Managementのコンテンツ管理用
の REST APIを参照してください。

コンテンツ配信用の REST
API

開発者 コンテンツ配信用の REST APIでは REST
APIの 2つの新規カテゴリを使用できます:
• スラグによるアイテム : メタデータ・カ

タログ、プレビュー、タクソノミ、公
開情報およびアイテムのバリエーショ
ンの詳細を提供するスラグによってア
イテムを管理するためのリソース。

• レコメンデーション: 公開されたレコ
メンデーションの結果へのアクセスに
使用されるリソース。

Integrating and Extending Oracle
Content Managementのコンテンツ配信用
の REST APIを参照してください。

アナリティクス・ユーザ
ー・インタフェースの更新

管理者 使いやすさを向上させるためにアナリティ
クス・ユーザー・インタフェースが再編成
されました。Administering Oracle
Content Managementのサービス使用状況
の分析を参照してください。

20.1.2 — 2020年 2月
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機能 ロール 説明
コンテンツ・タイプに基づ
いたアセットのカスタ
ム・タイル・ビュー

アセット・ユーザー コンテンツ・タイプの作成時に、そのコン
テンツ・タイプのコンテンツ・アイテムを
「アセット」ページでどのように表示するか
を、複数のオプションから選択できるよう
になりました。Managing Assets with
Oracle Content Managementのコンテン
ツ・タイプの作成と共有を参照してくださ
い。

複数のアセットへの複数
カテゴリの割当て

アセット・ユーザー 各タクソノミ内で選択されている複数のア
セットに複数のカテゴリを追加できるよう
になりました。Managing Assets with
Oracle Content Managementのアセット・
カテゴリの割当てを参照してください。

イメージ・レンディション
の URLのコピー

アセット・ユーザー 公開されたアセットまたはそのレンディシ
ョンの URLをコピーできるようになりま
した。Managing Assets with Oracle
Content Managementのイメージ・レンデ
ィションの管理を参照してください。

非公開のステータスを基
準としたアセットのソー
ト

アセット・ユーザー 公開されていないアセットが表示されるよ
う、「アセット」ページのアセットをフィル
タできるようになりました。Managing
Assets with Oracle Content Management
のアセットの検索、フィルタおよびソート
を参照してください。

Adobe Creative Cloud拡
張機能の更新

アセット・ユーザー Adobe Creative Cloud拡張機能で Adobe
Animateがサポートされるようになりまし
た。拡張機能を使用して、アセットにカテ
ゴリを割り当てることも可能です。
Managing Assets with Oracle Content
Managementの Adobe Creative Cloud拡
張機能の使用を参照してください。

ガバナンスが有効なサイ
トの作成時における、サイ
ト承認リクエストおよび
ステータスに関する電子
メール通知

サイト開発者 保留中のサイト承認リクエストがある場合
や、リクエストが承認または却下された場
合に、電子メールで通知されるようになり
ました。Building Sites with Oracle
Content Managementのサイト・ガバナン
スが有効なサイトの作成を参照してくださ
い。

レスポンシブ表設計のサ
ンプル CSS

サイト開発者 Oracle Content Managementでは、段落コ
ンポーネント内にレスポンシブ表のサンプ
ル CSSが用意されており、これを使用する
ことで、モバイル・デバイスでは行データ
が積み上げられて表示されます。Building
Sites with Oracle Content Managementの
レスポンシブ表の設計を参照してくださ
い。
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機能 ロール 説明
シード・コンポーネントお
よびセクション・レイアウ
トの非表示

サイト開発者 component.jsonファイルを編集して、テー
マのコンポーネントやセクション・レイア
ウトを非表示にできるようになりました。
これは、サイト作成者に共通のツールを提
供し、ルック・アンド・フィールが一貫し
たサイトを作成する場合に便利です。
Building Sites with Oracle Content
Managementのテーマのコンポーネントお
よびセクション・レイアウトの非表示を参
照してください。

OCEツールキット T2Pに
よるサイトの転送または
更新

サイト開発者 サーバー Aからサーバー Bにサイトを転送
または更新できます。Integrating and
Extending Oracle Content Management
のあるサーバーから別のサーバーへのサイ
トの転送または更新を参照してください。

OCEツールキット T2Pに
よる、同じコンテンツ
GUIDでのサイトの作成

サイト開発者 テンプレートからサイトを作成する際に、
同じコンテンツ GUIDを維持できます。
Integrating and Extending Oracle
Content Managementのテンプレートから
のサイトの作成およびコンテンツの同じ
GUIDの維持を参照してください。

OCEツールキットの cec
コマンド

開発者 OCEツールキットのコマンド・リストが更
新されました。Integrating and Extending
Oracle Content Managementの cecコマ
ンドライン・ユーティリティの使用を参照
してください。

サイト・レンダリング API 開発者 サイト・レンダリング APIは、サイト・ペ
ージのスロットやコンポーネントをレンダ
リングし、テーマ・レイアウトに存在する
JavaScriptコードのインタフェースとなり
ます。Integrating and Extending Oracle
Content Managementの Oracle Content
and Experience REST APIを参照してくだ
さい。

アクティビティ・ログの
Rest API

開発者 Oracle Content Managementのアクティ
ビティ・ログで、アクティビティを検索で
きます。Integrating and Extending
Oracle Content Managementのアクティ
ビティ・ログの REST APIを参照してくださ
い。

非プライマリ・インスタン
スのサポート

管理者 インスタンスがプライマリ・インスタンス
(本番インスタンスなど)か、非プライマリ・
インスタンス(開発、テストまたは障害回復
用など)かを指定できるようになりました。
Administering Oracle Content
Managementの Oracle Content and
Experienceサービス・インスタンスの作成
を参照してください。
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機能 ロール 説明
カスタム・サインインの有
効化

管理者 Oracle Content Managementにはカスタ
ム・サインイン機能があり、サイト・ペー
ジをカスタム・サインイン・ページとして
使用できます。Administering Oracle
Content Managementのカスタム・サイン
インの有効化を参照してください。

新規ユーザー・アクティビ
ティ・レポート

管理者 ユーザー・アクティビティに関する情報を
表示できます。Administering Oracle
Content Managementのレポートとメトリ
ックの表示を参照してください。

20.1.1 — 2020年 1月
機能 ロール 説明
Adobe Creative Cloudプ
ラグインの更新

アセット・ユーザー アセットの現在と以前のバージョンを切り
替え、関連するすべてのレンディションを
表示できるようになりました。Adobe CC
拡張機能から直接、以前のバージョンを現
在のバージョンにして編集することが可能
です。Managing Assets with Oracle
Content Managementの Adobe Creative
Cloud拡張機能の使用を参照してくださ
い。

レコメンデーション アセット・ユーザー レコメンデーションを提示するコンテン
ツ・アイテムを作成するオプションができ、
場所に基づいたアセットや関心のあるアセ
ットを表示することで、Webサイトのビジ
ターにパーソナライズされたエクスペリエ
ンスを提供できるようになりました。
Managing Assets with Oracle Content
Managementのレコメンデーションを使用
したパーソナライズを参照してください。

検索エンジン最適化のた
めのプリレンダー・サービ
ス

サイト開発者 検索クローラ・リクエストに対応するため
に、Oracle Content and Experienceで作
成されたサイトで、静的 HTMLページのプ
リレンダーを有効化できます。Building
Sites with Oracle Content Managementの
検索エンジン最適化のためのプリレンダ
ー・サービスの有効化を参照してください。

Webフック 開発者 開発者は、Oracle Content Managementで
作成したサイトのコミット、公開または類
似のライフサイクル・イベントに関するプ
ッシュ通知を受信できます。これは、サイ
トのレビュー・プロセスの開始や、サイト
の監査証跡の外部からの取得など、テスト
から本番(T2P)への伝播を自動化するため
に必要です。Integrating and Extending
Oracle Content ManagementのWebフッ
クの使用を参照してください。
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機能 ロール 説明
Lingotek言語サービス・
プロバイダ(LSP)

開発者 翻訳用の Lingotekアカウントで Oracleを
認可できます。Integrating and Extending
Oracle Content Managementの Lingotek
LSP翻訳コネクタの有効化を参照してくだ
さい。

Responsys 統合開発者 Responsysを使用した統合では、Oracle
Content and Experienceのアセット・リポ
ジトリから Responsys電子メール・キャン
ペーンやモバイル・キャンペーンに、公開
されたアセットを挿入できます。
Integrating and Extending Oracle
Content Managementの Responsysを使
用した統合を参照してください。

Eloqua 統合開発者 Eloquaを使用した統合では、Oracle
Content and Experienceのアセット・リポ
ジトリから Eloquaのレスポンシブ電子メ
ールやランディング・ページに、公開され
たアセットを挿入できます。Integrating
and Extending Oracle Content
Managementの Eloquaとの統合を参照し
てください。

Webフック管理用の
REST API

開発者 Oracle Content ManagementでWebフ
ックを管理するための新しい REST APIを
使用できます。Integrating and Extending
Oracle Content ManagementのWebフッ
ク管理用の REST APIの概要を参照してく
ださい。

19.4.3 (ユニバーサル・クレジット・モデ
ル) — 2019年 12月
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機能 ロール 説明
ユーザー補助の改善 すべてのユーザー • ユーザー補助(UA)コンテンツが完全に

再編成され、ドキュメント・コラボレ
ーション、サイト構築、アセット管理、
ヘッドレス CMS、システム管理、統合
性および拡張性という 6つのメイン領
域を網羅しています。これらの各領域
の UAコンテンツを指し示す明確な
「ワンストップ・ショッピング」のエン
トリ・ポイントがあります。Oracle
Help Centerの Oracle Content
Managementブック・ページを参照し
てください。

• Oracle Help Centerの Oracle Content
Managementページが全面改訂され、
上記の 6つのメイン領域が反映されて
います。

• チュートリアルおよびサンプルを含む
新しいコンテンツが作成され、ヘッド
レス・コンテンツ管理システム(CMS)と
しての Oracle Content Management
を使用したサイトとエクスペリエンス
の開発が対象として含まれました。

• Oracle Content Managementを使用
したマーケティング・サイトとイント
ラネット・サイトの作成に関する新規
ソリューションがソリューション・ポ
ータルに追加されました。追加のソリ
ューションも予定されています。

Webユーザー・インタフ
ェースの改良

すべてのユーザー 左側のナビゲーション・メニュー内のアイ
テムは、名前が変更されて内容がわかりや
すくなり、関連するアクションが一緒にな
るよう整理されました。

Microsoft Office 365の
サポート

すべてのユーザー Microsoft Officeをオンラインで起動して、
Word、PowerPointおよび Excelファイル
を編集します。編集はすべて Oracle
Content Managementに自動的に保存し
戻されます。複数のユーザーがファイルを
開いて一緒に作業できます。
Collaborating on Documents with Oracle
Content ManagementのMicrosoft Office
の操作を参照してください。

Oracle Identity Cloud
Service (IDCS)グループの
サポート

すべてのユーザー IDCSグループを使用してアセット、サイト
およびフォルダのメンバーシップを管理し
ます。アイテムにメンバーを追加する際、
IDCSグループを選択できるようになりま
した。

類似検索 アセット・ユーザー イメージを検索する場合、イメージを選択
してから視覚的に同じである他のイメージ
を検索するオプションが用意されました。
Managing Assets with Oracle Content
Managementのアセットの検索、フィルタ
およびソートを参照してください。
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機能 ロール 説明
アセット・バージョンの追
跡

アセット・ユーザー アセット・バージョンのリストを表示しま
す。現在のバージョンを前のバージョンに
することによって変更をロールバックしま
す。Managing Assets with Oracle
Content Managementのデジタル・アセッ
トの表示および管理を参照してください。

アセット・アクティビティ アセット・ユーザー レビュー・ステータスの変更、リビジョン
履歴、その他のアクティビティなど、アセ
ットのアクティビティのリストを表示しま
す。Managing Assets with Oracle
Content Managementのデジタル・アセッ
トの表示および管理を参照してください。

Adobe Creative Cloud拡
張機能の改良

アセット・ユーザー Adobe Creative Cloud拡張機能を使用す
るときに、視覚的に同じであるイメージを
検索して結果をフィルタできるようになり
ました。Managing Assets with Oracle
Content Managementの Adobe Creative
Cloud拡張機能の使用を参照してくださ
い。

イメージ・コンポーネント
の追加

サイト開発者 サイト内のイメージ・コンポーネントを使
用する場合、イメージにキャプションを追
加し、ファイルのプレビューを有効化でき
ます。Building Sites with Oracle Content
Managementのイメージを参照してくださ
い。

サイト・テンプレートの期
待寿命ポリシー

サイト開発者 ガバナンスが有効な場合にサイト・テンプ
レートを作成する場合、テンプレートを使
用しているサイトの有効期限を作成できま
す。Building Sites with Oracle Content
Managementのテンプレート・ポリシーの
変更を参照してください。

選択したリポジトリへの
テンプレートのインポー
ト

サイト開発者 リポジトリを選択し、これにテンプレート・
パッケージを直接インポートできるように
なりました。Building Sites with Oracle
Content Managementのテンプレートのエ
クスポートとインポートを参照してくださ
い。

コンパイル済サイト サイト開発者 Oracle Content Managementでサイトを
コンパイルすると、サイト・ページのラン
タイム・パフォーマンスおよび動作を改良
できます。コンパイルでは、元のファイル
と完全に同じように動作するサイト内のペ
ージごとに静的 HTMLファイルを作成す
ることによってこれを実現します。
Integrating and Extending Oracle
Content Managementのサイトのコンパイ
ルによるサイト・ページのランタイム・パ
フォーマンスの改良を参照してください。
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機能 ロール 説明
言語サービス・プロバイダ
(LSP)の翻訳コネクタ

管理者、アセット・ユ
ーザー、サイトおよび
開発者

OCEツールキットまたは管理Webインタ
フェースを介して、サイトおよびアセット
を翻訳するために言語サービス・プロバイ
ダの翻訳コネクタを開発します。翻訳コネ
クタ SDKおよび Lingotek翻訳コネクタを
使用します。Integrating and Extending
Oracle Content Managementの言語サー
ビス・プロバイダの翻訳コネクタの開発、
Managing Assets with Oracle Content
Managementの翻訳コネクタの統合とコン
テンツ・アイテムのバッチのローカライズ、
および Building Sites with Oracle Content
Managementのサイトの翻訳を参照してく
ださい。

新規ユーザー・エージェン
トの構成

管理者 すぐに使用可能であるものとして定義され
ていないユーザー・エージェントを構成で
きます。Administering Oracle Content
Managementのユーザー・エージェントの
構成を参照してください。

サイト・ページのプリレン
ダー

管理者 ページをプリレンダーすることにより、ペ
ージがWebクローラまたは他のボットに
よって適切に読み取られるようにすること
ができます。Administering Oracle
Content Managementのプリレンダーの有
効化を参照してください。

デプロイメントの更新 管理者 Oracle Identity Cloud Service (IDCS)のセ
カンダリ・ドメインでインスタンスを作成
し、様々なアイデンティティおよびセキュ
リティ要件に対応します(たとえば、開発用
に 1つの環境、本番用に 1つの環境など)。
Administering Oracle Content
Managementの Oracle Identity Cloud
Service (IDCS)のセカンダリ・ドメインでの
インスタンスの作成を参照してください。
別のリージョンでインスタンスを作成する
ことにより、ユーザーが他のデータ・セン
ターで使用可能なサービスを使用できるよ
うにします。Administering Oracle
Content Managementの別のリージョンで
のインスタンスの作成を参照してくださ
い。
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機能 ロール 説明
非従量制サブスクリプシ
ョンから第 2世代の
Oracle Cloud
Infrastructure (OCI)への
移行

管理者 非従量制サブスクリプションがある Oracle
Content Managementインスタンスを使
用している場合、これらのインスタンスを
新しいネイティブ OCI環境(第 2世代の
OCI)に移行する(つまり、Infrastructureコ
ンソールを使用してサービス・インスタン
スを管理する)ことをお薦めします。これに
より、Oracleのクラウド・プラットフォー
ムの利点と先進機能を将来にわたって活用
できるようになります。Administering
Oracle Content Managementの非従量制
サブスクリプションを使用した Oracle
Content and Experienceから第 2世代の
Oracle Cloud Infrastructure (OCI)への移
行を参照してください。

Webフック 管理者 コンテンツ・ライフサイクルおよびコンテ
ンツ公開イベントのプッシュ通知にWeb
フック・エンドポイントを使用します。
Integrating and Extending Oracle
Content ManagementのWebフックの使
用を参照してください。

Eloqua統合 管理者 Eloqua統合 Oracle Content
Managementに関する情報が更新されま
した。Integrating and Extending Oracle
Content Managementの Eloquaとの統合
を参照してください。

ヘッドレス・コンテンツ管
理システム

開発者 Oracle Content Managementを「ヘッドレ
ス」バックエンド・コンテンツ管理システ
ム(CMS)として使用します。土台から構築
された中央コンテンツ・ハブで、REST API
を介してコンテンツにアクセスして任意の
コンテキストで公開したり、任意のデバイ
スでコンテンツを表示したりできるように
します。コンテンツ管理およびコンテンツ
配信操作はすべて、管理および配信 REST
APIを介してプログラムで実現できます。
Developing with Oracle Content
Management As a Headless CMSの CMS
としての Oracle Content and Experience
を参照してください。
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機能 ロール 説明
GithHub - OCEツールキ
ットの拡張機能

開発者 次のタスクを目的として OCEツールキッ
トのコマンドが追加または更新されました:
• テンプレートのコンパイル
• コンパイル済サイトのデプロイ
• コンパイル済サイトへのコンポーネン
トのデプロイ

• アセット同期のための拡張フェイルオ
ーバー

• サイトのコンパイル
• 古いテンプレートのインポート
• サイトからのローカル・テンプレート
の作成

• 静的サイトのアップロード
• 静的サイトのダウンロード
• サイトのプリレンダー・キャッシュの
リフレッシュ

Integrating and Extending Oracle
Content Managementの cecコマンドライ
ン・ユーティリティの使用を参照してくだ
さい。

19.4.1 (ユニバーサル・クレジット・モデ
ル) — 2019年 10月
機能 ロール 説明
サイト・ページ URLでの
ページ・アンカーの使用

サイト開発者 ページ・アンカーをサイト・ページで使用
できるようになりました。Oracle Content
and Experienceツールキットをダウンロ
ードしてインストールする必要がありま
す。Building Sites with Oracle Content
Managementのサイト・ページリンク・タ
イプを参照してください。

アセットのサイドバーの
最適化

アセット・ユーザー アセット・プロパティ、コレクション、チ
ャネルおよびカテゴリに関する情報は、「ア
セット」ページの右側のプロパティ・ペイ
ンに統合されています。Managing Assets
with Oracle Content Managementの「ア
セット」ページの簡単な概要を参照してく
ださい。
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機能 ロール 説明
スキーマのある JSONデ
ータ・フィールド

アセット・ユーザー 埋込みコンテンツ・データ・フィールドは、
コンテンツ・アイテムで使用される場合に
JSONスキーマをサポートするようになり
ました。これは、コンテンツ・アイテムを
定義する際に JSONスキーマ・フォームを
使用し、フォームをレビューできることを
意味します。Managing Assets with
Oracle Content Managementの埋込みコ
ンテンツ・データ・フィールドを参照して
ください。

タクソノミ再帰検索 アセット・ユーザー タクソノミを検索する場合、デフォルトの
動作では、選択したノードとすべての子ノ
ードが検索されるようになりました。「すべ
ての子を含める」を選択解除することで、
選択したノードのみを検索できます。
Managing Assets with Oracle Content
Managementのアセットの検索、フィルタ
およびソートを参照してください。

チャネルにターゲット指
定されたアセットの一括
コピー

リポジトリ管理者 リポジトリ間でアセットをコピーする際
に、特定のチャネルをターゲット指定でき
るようになりました。Managing Assets
with Oracle Content Managementのある
リポジトリ・コレクションから別のリポジ
トリ・コレクションへのアセットのコピー
を参照してください。

Adobe CC拡張機能の追
加

アセット・ユーザー Adobe CC拡張機能のリポジトリ・アイテム
のソート順序を制御したり、拡張機能から
アカウントを直接追加または削除したりで
きるようになりました。Managing Assets
with Oracle Content Managementの拡張
機能のカスタマイズを参照してください。

アセット・アクティビティ
用のWebフック

管理者および開発者 アセット・イベントに基づいて通知を自動
的に投稿するWebフックを作成します。
Integrating and Extending Oracle
Content ManagementのWebフックの使
用を参照してください。

アセット・アクティビテ
ィ・レポート

アセット・ユーザー すべてのアセット・アクティビティのレポ
ートを表示します。Administering Oracle
Content Managementのレポートとメトリ
ックの表示を参照してください。

開発者はアプリケーショ
ン設定にアクセスできま
す

開発者 (管理者に加えて)開発者は「管理」領域の
「統合」セクションの「アプリケーション」
ページにアクセスできるようになりまし
た。Integrating and Extending Oracle
Content Managementのカスタム・アプリ
ケーションの管理を参照してください。
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機能 ロール 説明
サイト管理用の REST API 開発者 サイト管理用の REST APIには、コンポー

ネントとテーマのエンドポイントがありま
す。また、サイトとテンプレート用の追加
のエンドポイントが追加されたので、それ
らを削除および共有できます。サイトで
は、サイト・ガバナンスが有効な場合に有
効期限と有効期限ポリシーを設定できるよ
うになりました。Integrating and
Extending Oracle Content Management
のサイト管理用の REST APIの概要を参照
してください。

OAuth認証 開発者 コンテンツ管理またはサイト管理 REST
APIの場合、REST APIの呼出し元のアイデ
ンティティを確立するために認証が実行さ
れます。Integrating and Extending
Oracle Content Managementの Oracle
Content and Experience REST APIの認証
を参照してください。

Oracle Content
Managementツールキッ
ト・コマンド

開発者 cecコマンドライン・ユーティリティは、フ
ァイルとフォルダの削除、アセットの一覧
表示、アセット使用状況レポートの生成、
登録されたサーバーの OAuthトークンの
設定、コンテンツのダウンロード、および
pod_ecサーバーの場合に IDCS URL、クラ
イアント ID、クライアント・シークレット、
ヘッドレス・コマンドのスコープの指定を
行う新しいコマンドとオプションで更新さ
れました。Integrating and Extending
Oracle Content Managementの cecコマ
ンドライン・ユーティリティの使用を参照
してください。

19.3.3 (ユニバーサル・クレジット・モデ
ル) — 2019年 9月
機能 ロール 説明
デスクトップ・アプリケー
ションが Apple File
System (APFS)をサポー
ト

すべてのユーザー デスクトップ・アプリケーションが、これ
までサポートされていた HFS+に加えて、
Apple File System (APFS)をMacintosh上
でサポートするようになりました。
Collaborating on Documents with Oracle
Content Managementのデスクトップ・ア
プリケーションの概要を参照してくださ
い。
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機能 ロール 説明
スマート・コンテンツ すべてのユーザー スマート検索により、手動でタグ付けを行

わなくてもイメージが分析されて、関連す
るイメージが返されます。これにより、苦
労してイメージをタグ付けしなくてもイメ
ージの見つけやすさが向上します。スマート・オーサリングにより、オーサリング・
プロセス中に適切なイメージが推奨されま
す。ユーザーがイメージのタグ付けや検索
を行う必要はありません。イメージは、現
在の記事で表現されている意図に基づいて
推奨されます。Managing Assets with
Oracle Content Managementのスマート・
コンテンツの理解を参照してください。

大きなテキスト・フィール
ドに対して複数の値を許
可

アセット・ユーザー コンテンツ・タイプの大きなテキスト・フ
ィールドに対して複数の値を許可できるよ
うになりました。Managing Assets with
Oracle Content Managementのコンテン
ツ・タイプの作成と共有およびデータ・フ
ィールドを参照してください。

コンテンツ・タイプの関連
フィールドのグループ化

アセット・ユーザー 関連フィールドをグループ化して、コント
リビュータがコンテンツ・アイテム・フォ
ームを操作しやすくすることができます。
Managing Assets with Oracle Content
Managementのコンテンツ・タイプの作成
と共有を参照してください。

コレクションのアセット
の一括コピー

リポジトリ管理者 複数のリポジトリを管理している場合、あ
るリポジトリのコレクションから別のリポ
ジトリへアセットを一括コピーできます。
Managing Assets with Oracle Content
Managementのアセット・リポジトリの作
成と管理を参照してください。

デジタル・アセットの全文
検索

アセット・ユーザー ユーザーは、PDF、Microsoft Wordドキュ
メント、その他のテキスト・ドキュメント
などのデジタル・アセットの全文検索を行
えます。Managing Assets with Oracle
Content Managementのアセットの検索、
フィルタおよびソートを参照してくださ
い。

スラグによる外部サイト
でのコンテンツ・アイテム
のプレビュー

アセット・ユーザー 外部サイトでのコンテンツ・アイテムのプ
レビュー用にスラグ・プレースホルダーを
追加できるようになりました。Managing
Assets with Oracle Content Management
のコンテンツ・タイプの作成と共有を参照
してください。

特定のテンプレート承認
者

サイト管理者 テンプレートから作成されたサイト・リク
エストを承認できる特定のユーザーを選択
します。Building Sites with Oracle
Content Managementのテンプレート・ポ
リシーの変更を参照してください。
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機能 ロール 説明
プロセス開始フォーム・コ
ンポーネントの改良

サイト開発者 プロセス開始フォーム・コンポーネントに
いくつかの改良が加えられました:
• プロキシ・ユーザーを選択することで、
プロセス開始フォームをパブリック・
サイトで使用できるようになりまし
た。

• プロセスの特定のバージョンを選択す
るかわりにデフォルト・バージョンを
使用することで、プロセスの更新時に
コンポーネントを更新する必要がなく
なります。

Building Sites with Oracle Content
Managementのプロセス開始フォームを参
照してください。

サイト・アセットの公開オ
プション

サイト管理者 サイトに対する変更を公開する際、サイト
のチャネルをターゲットとするすべてのア
セット、またはサイトのページで使用され
るアセットのみを公開できます。Building
Sites with Oracle Content Managementの
サイト変更の公開を参照してください。

更新された Cloudコンソ
ールとマイ・サービス・ダ
ッシュボード

管理者 Cloudコンソールとマイ・サービス・ダッ
シュボードが更新されて、より統一的な顧
客エクスペリエンスを提供できるようにな
りました。Cloudコンソールは
Infrastructureコンソールと呼ばれるよう
になりました。マイ・サービス・ダッシュ
ボードは Infrastructure Classicコンソー
ルと呼ばれるようになりました。これらの
更新により、Oracle Cloudサービスの管理
が強化され、簡素化されましたが、いくつ
かの主要なナビゲーション操作の配置が変
更されています。変更点と改良点のリスト
については、お知らせのブログ投稿を参照
してください。

Oracle Cloud
Infrastructure (OCI)上で
実行される Oracle
Content Managementイ
ンスタンス

管理者 Oracle Cloudリソースの作成、管理および
表示を行うには、Infrastructureコンソー
ルを使用します。Administering Oracle
Content Managementの Oracle Content
and Experienceのデプロイを参照してく
ださい。

Oracle Cloud
Infrastructureネイティ
ブ OCI環境への Oracle
Content Managementサ
ブスクリプションの移行

管理者 Oracleのクラウド・プラットフォームの利
点と先進機能を将来にわたって活用しま
す。Administering Oracle Content
Managementの第 2世代の OCIへの
Oracle Cloud Infrastructure (OCI) Classic
上の Oracle Content and Experienceの移
行を参照してください。
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機能 ロール 説明
Oracle Content
Managementツールキッ
トの改良

開発者 Oracle Content Managementツールキッ
トのコマンドライン・インタフェース(CLI)
が次の機能を提供するように拡張されまし
た:
• テストから本番: ファイルとフォルダ
のアップロード、ダウンロードおよび
共有(テーマ、サイトおよびコンポーネ
ント内でのファイルのアップロードと
ダウンロードを含む)。

• テストから本番: 新しいサイト・リソー
ス権限の監査および使用状況レポー
ト。

• 登録済サーバーのパスワード暗号化。
Integrating and Extending Oracle
Content Managementの cecコマンドライ
ン・ユーティリティの使用を参照してくだ
さい。

ローカル・ファイル・シス
テムでのソースの作成

開発者 Oracle Content Managementツールキッ
ト用の gradle設定は、ソース・ツリーの作
成とサーバーの登録に置き換わりました。
Building Sites with Oracle Content
Managementの OCEツールキットでの開
発を参照してください。

Process Cloud Serviceへ
の CSSスタイルシートの
受渡し

開発者 テーマの design.cssファイルを通じて
CSS情報を渡すことで、サイトでの PCSプ
ロセス開始フォームの外観を制御できま
す。Integrating and Extending Oracle
Content Managementの Process Cloud
Serviceへの CSSスタイルシートの受渡し
を参照してください。

PCSプロセスのデフォル
ト・バージョンの開始

開発者 PCSプロセスのデフォルト・バージョンを
開始し、選択可能な PCS開始フォームのソ
ート済リストを表示することができます。
Integrating and Extending Oracle
Content Managementの PCSプロセスの
デフォルト・バージョンの開始を参照して
ください。

サイトでカスタム・スタイ
ルを使用できるかどうか
の設定

開発者 テーマの components.jsonファイル内の
設定で、サイト・ビルダーでカスタム・ス
タイル設定が行えるかどうかを指定しま
す。この設定により、コンテンツ・コント
リビュータがサイトの構築時にサイトのス
タイルを変更するのを防止できます。
Building Sites with Oracle Content
Managementのテーマの作成を参照してく
ださい。
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機能 ロール 説明
カスタム・コンテンツ・コ
ネクタ用の共通 UIのカス
タマイズ

開発者 コンテンツ・コネクタの共通 UIはカスタマ
イズをサポートしています。これはコネク
タ構成で定義できます。共通ピッカーがコ
ネクタの UI設定を読み取ります。
Integrating and Extending Oracle
Content Managementのコンテンツ・ピッ
カーを参照してください。

新しいユーザー支援コン
テンツ

すべてのユーザー 次の新しいビデオが使用できます:
• Oracle Cloudコンソールを使用した

Oracle Content and Experience Cloud
インスタンスのプロビジョニング

• スマート・コンテンツの仕組み
• スマート・コンテンツの使用方法

19.3.2 (ユニバーサル・クレジット・モデ
ル) — 2019年 8月
機能 ロール 説明
請求制限の設定 管理者 Oracle Cloud Infrastructure (OCI)上で実

行されている Oracle Content
Managementで、請求メトリックについて
通知を受ける制限を指定できます。
Administering Oracle Content
Managementの請求制限の設定の構成を参
照してください。

Google Driveコンテン
ツ・コネクタ

すべてのユーザー Google APIサービスおよびプライバシ・ポ
リシーは、Google Driveコンテンツ・コネ
クタの使用に適用されます。Integrating
and Extending Oracle Content
Managementの Google Driveコンテン
ツ・コネクタの構成を参照してください。

REST APIの認証 開発者 REST APIの Basic認証はサポートされな
くなりました。すべての REST APIエンド
ポイントは個別ユーザーの OAuthトーク
ンによって起動する必要があります。ソー
シャル・エンドポイント(/
social/api/v1/connectionsなど)が
OAuthトークンによって起動する際、ラン
ダムの IDが生成されます。会話用の
REST APIで"認証"の下の"OAuthの使用"
を参照してください。

Oracle Content
Managementツールキッ
ト

開発者 コマンドのリストにさらに別のコマンドラ
イン・インタフェース(CLI)・コマンドが追
加されました。Integrating and Extending
Oracle Content Managementの cecコマ
ンドライン・ユーティリティの使用を参照
してください。
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機能 ロール 説明
コンテンツ JS SDK 開発者 Oracle Content Managementコンテンツ

JS SDK (NodeJSおよびブラウザ)は
GitHubでリリースされています。 Oracle
Technology Network/Middleware/Content
and Experience/Downloadsを参照してく
ださい。

Above the Foldレンダリ
ング

開発者 Above the Foldのレンダリング情報が更新
されました。Integrating and Extending
Oracle Content Managementの Above
the Fold (ATF)レンダリングを参照してく
ださい。

19.3.1 (ユニバーサル・クレジット・モデ
ル) — 2019年 7月
機能 ロール 説明
ようこそ電子メール すべてのユーザー Oracle Content Managementユーザー用

のようこそ電子メールは、テナント管理者、
エンタープライズ・ユーザー、標準ユーザ
ーなどの各ユーザー・ロールに合せてカス
タマイズされました。Administering
Oracle Content Managementのユーザー
へのサインインおよびスタート・ガイド情
報の提供を参照してください。

モバイル・アプリケーショ
ンからのコンテンツ・アイ
テムの注釈の表示

アセット・ユーザー モバイル・アプリケーションからコンテン
ツ・アイテムの注釈を表示できるようにな
りました。Collaborating on Documents
with Oracle Content Managementの iOS
でのアセットの使用および Androidでの
アセットの使用を参照してください

タクソノミの公開 コンテンツ管理者 アセットのカテゴリ化情報を公開する準備
が完了したときに、選択したチャネルにタ
クソノミを公開します。Managing Assets
with Oracle Content Managementのタク
ソノミの作成と管理を参照してください。

あるリポジトリから別の
リポジトリへのアセット
のコピー

リポジトリ・マネージ
ャ

リポジトリ・マネージャは、あるリポジト
リから別のリポジトリにアセットをコピー
できます。Managing Assets with Oracle
Content Managementのデジタル・アセッ
トの表示および管理およびコンテンツ・ア
イテムの表示および管理を参照してくださ
い。

ローカリゼーション・ポリ
シーのデフォルト言語

リポジトリ管理者 アセットとサイトにデフォルト(フォールバ
ック)言語を設定します。Managing Assets
with Oracle Content Managementのロー
カリゼーション・ポリシーの作成を参照し
てください。
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機能 ロール 説明
テンプレート・アクセスの
構成(サイト・ガバナンス
が有効な場合)

サイト管理者 サイト・ガバナンスが有効な場合、テンプ
レートを使用してサイトを作成できるユー
ザーを選択できます。Building Sites with
Oracle Content Managementのテンプレ
ートのステータスまたはオーディエンスの
変更を参照してください。

コンテンツ・タイプの埋込
みコンテンツ(JSON)・デー
タ・フィールド

コンテンツ管理者 新しい「埋込みコンテンツ」データ・フィ
ールドを使用してコンテンツ・タイプに
JSONフィールドを追加します。Managing
Assets with Oracle Content Management
のデータ・フィールドを参照してください。

コンテンツ・フォーム・ビ
ューがコンテンツ・アイテ
ム表示のデフォルト

アセット・ユーザー コンテンツ・アイテムを表示すると、デフ
ォルトでコンテンツ・フォーム・ビューに
表示されます。Managing Assets with
Oracle Content Managementのコンテン
ツ・アイテムの表示および管理を参照して
ください。

コンテンツ・リスト・コン
ポーネントの並替え基準
オプションの拡張

サイト開発者 コンテンツ・タイプの日付、数値または小
数フィールドでコンテンツ・リストをソー
トするか、独自のカスタム・ソート式を入
力します。Building Sites with Oracle
Content Managementのコンテンツ・リス
トを参照してください。

サイト・ビルダーでのペー
ジの検索

サイト開発者 サイトに多数のページがある場合、サイト・
ビルダーで検索することで簡単にそのペー
ジを見つけることができます。Building
Sites with Oracle Content Managementの
ページへのナビゲートを参照してくださ
い。

サイト・ビルダーでの子ペ
ージのインプレース追加

サイト開発者 サイト・ビルダーのサイト・ツリーでペー
ジに子ページをインプレース追加します。
Building Sites with Oracle Content
Managementのページの追加を参照してく
ださい。

Adobe Creative Cloud拡
張機能でのフィルタおよ
び検索オプションの固定

アセット・ユーザー Adobe Creative Cloud拡張機能のアセッ
ト・ビューにフィルタ・オプションと検索
基準を固定します。Managing Assets with
Oracle Content Managementの Adobe
Creative Cloud拡張機能の使用を参照して
ください。

サイト管理用の REST API 開発者 Oracle Content Managementでサイトを
管理するための新しい REST APIを使用で
きます。Integrating and Extending
Oracle Content Managementのサイト管
理用の REST APIの概要を参照してくださ
い。
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機能 ロール 説明
コマンドライン・ツールに
よるテストと本番

開発者 Oracle Content Managementツールキッ
トのコマンドライン・インタフェースを使
用すると、開発からテストと本番まで変更
を伝播できます。Integrating and
Extending Oracle Content Management
の Oracle Content and Experienceツール
キットによるテストから本番への変更の伝
播を参照してください。

19.2.3 (ユニバーサル・クレジット・モデ
ル) — 2019年 6月
機能 ロール 説明
コネクタ・コンテンツ・タ
イプ・マッピング

管理者 サードパーティ・プロバイダからコンテン
ツ・タイプのデータ・フィールドにアセッ
ト・メタデータをマップできます。これは、
自動または手動で行うことができます。
Integrating and Extending Oracle
Content Managementのコネクタのコンテ
ンツ・タイプの作成およびコンテンツ・タ
イプへのソース・メタデータのマッピング
を参照してください。

リポジトリへのコネクタ
の追加

リポジトリ管理者 リポジトリに使用するコネクタを選択でき
ます。コネクタを追加すると、リポジトリ・
ユーザーは、それらのサードパーティ・ク
ラウド・ストレージ・プロバイダからコン
テンツを追加できるようになります。
Managing Assets with Oracle Content
Managementのアセット・リポジトリの作
成と共有を参照してください。

ガバナンスが有効なエン
タープライズ・サイトの作
成およびコピー

サイト管理者 ガバナンスが有効な場合、標準サイトに加
えてエンタープライズ・サイトも作成およ
びコピーできるようになりました。
Building Sites with Oracle Content
Management のサイト・ガバナンスが有効
なサイトの作成およびガバナンスが有効な
サイトのコピーを参照してください。

サイト・チャネルをターゲ
ットとしたすべてのアイ
テムの公開

サイト管理者 サイトに対する変更を公開すると、サイト
のチャネルをターゲットとするすべてのア
セットが公開されます。たとえば、サイト
に直接には属していないコンテンツ・アイ
テムを参照するリストがある場合、参照さ
れるアセットも公開されます。Building
Sites with Oracle Content Managementの
サイト変更の公開を参照してください。
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機能 ロール 説明
サイトをコピーする場合
に更新内容を含める

サイト作成者 サイトをコピーするときに更新内容を含め
て、未処理の更新内容が元のサイトからコ
ピーされたサイトにコピーされるようにす
ることができます。Building Sites with
Oracle Content Managementのガバナン
スが有効なサイトのコピーおよびガバナン
スが無効なサイトのコピーを参照してくだ
さい。

サイトおよびアセットへ
の注釈の追加

サイト作成者および
アセット・ユーザー

注釈を使用して、サイトまたはアセットの
特定の部分に関するコメントを追加できま
す。Building Sites with Oracle Content
Managementのサイト・ビルダーのクイッ
ク・ツアー、およびManaging Assets with
Oracle Content Managementのデジタル・
アセットの表示および管理とコンテンツ・
アイテムの表示および管理を参照してくだ
さい。

Adobe Creative Cloud拡
張機能のアセット・ワーク
フロー

アセット・ユーザー Adobe Creative Cloud拡張機能から、アセ
ットをレビュー用に提出、アセットを承認
またはアセットを却下することができま
す。Managing Assets with Oracle
Content Managementの Adobe Creative
Cloud拡張機能の使用を参照してくださ
い。

アセットの一括削除 アセット・ユーザー 複数のアセットを選択して同時に削除でき
ます。Managing Assets with Oracle
Content Managementのデジタル・アセッ
トの表示および管理およびコンテンツ・ア
イテムの表示および管理を参照してくださ
い。

モバイル・デバイスからの
デジタル・アセットのコラ
ボレート

モバイル・アセット・
ユーザー

会話と注釈を使用して、モバイル・デバイ
スからデジタル・アセットをコラボレート
します。Collaborating on Documents
with Oracle Content Managementの iOS
でのアセットの使用および Androidでの
アセットの使用を参照してください。

参照用の複数のコンテン
ツ・タイプの選択

コンテンツ管理者 コンテンツ・タイプに参照フィールドを追
加する際に、コンテンツ・タイプを複数選
択できます。以前は、1つのコンテンツ・タ
イプを選択できるか、すべてのコンテンツ・
タイプが使用可能でした。Managing
Assets with Oracle Content Management
のコンテンツ・タイプの作成と共有および
データ・フィールドを参照してください。

既存のコンテンツがある
コンテンツ・タイプへの新
規必須フィールドの追加

コンテンツ管理者 既存のコンテンツがあるコンテンツ・タイ
プに新規必須フィールドを追加できます。
ユーザーは、次に既存のコンテンツ・アイ
テムを編集するときに、新しい必須データ・
フィールドに入力する必要があります。
Managing Assets with Oracle Content
Managementのコンテンツ・タイプの作成
と共有を参照してください。
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機能 ロール 説明
コンテンツ・タイプ内のフ
ィールド名の変更

コンテンツ管理者 関連付けられているコンテンツ・アイテム
がまだ公開されていないかぎり、コンテン
ツ・タイプ内のフィールドの名前を変更で
きます。Managing Assets with Oracle
Content Managementのコンテンツ・タイ
プの作成と共有を参照してください。

言語サービス・プロバイダ
でのサイト翻訳

開発者 Oracle Content and Experienceツールキ
ットと言語サービス・プロバイダを使用し
て、複数の言語でサイトを翻訳できます。
Integrating and Extending Oracle
Content Managementの言語サービス・プ
ロバイダでのサイトの翻訳を参照してくだ
さい。

サイト・ツールキットの名
前変更

開発者 サイト・ツールキットは Oracle Content
and Experienceツールキットに名前変更
されました。Integrating and Extending
Oracle Content Managementの Oracle
Content and Experienceツールキットで
の開発を参照してください。

OAuth 2のサポート リポジトリ管理者お
よび開発者

セキュアな公開チャネルで OAuth 2のサポ
ートを有効化できます。コンテンツ管理用の REST APIのチャネル RESTエンドポイ
ントを参照してください。

19.2.2 (ユニバーサル・クレジット・モデ
ル) — 2019年 5月
機能 ロール 説明
更新されたアナリティク
ス・ユーザー・インタフェ
ース

すべてのユーザー アナリティクス・ユーザー・インタフェー
スが合理化されています。Administering
Oracle Content Managementのサービス
使用状況の分析を参照してください。

OneDriveコンテンツ・コ
ネクタ

管理者およびアセッ
ト・ユーザー

OneDriveコンテンツ・コネクタ用の認可済
アプリケーションは、エンド・ユーザーが
権限を取消しできるリンクを提供する必要
があります。Integrating and Extending
Oracle Content Managementの OneDrive
コンテンツ・コネクタの構成を参照してく
ださい。

デジタル・アセットへの注
釈の追加

アセット・ユーザー 質問や必要とされる変更などの通信を行う
ために、デジタル・アセットへ注釈を追加
します。Managing Assets with Oracle
Content Managementのデジタル・アセッ
トの表示および管理を参照してください。
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機能 ロール 説明
アセットのプロパティ・パ
ネル

アセット・ユーザー サイド・パネルでアセット・プロパティを
表示します。Managing Assets with
Oracle Content Managementのデジタル・
アセットの表示および管理およびコンテン
ツ・アイテムの表示および管理を参照して
ください。

Adobe Creative Cloudプ
ラグインの改良

アセット・ユーザー アセットの最新バージョンと公開済バージ
ョンを切り替えます。トラブルシューティ
ングのためのログをパッケージ化します。
Managing Assets with Oracle Content
Managementの Adobe Creative Cloud拡
張機能の使用を参照してください。

サイト管理者用の更新さ
れたテンプレート詳細ユ
ーザー・インタフェース

サイト管理者 サイト管理者の場合、サイト管理者が 1か
所で詳細とポリシーを表示できるように、
テンプレート詳細ユーザー・インタフェー
スが更新されています。Building Sites
with Oracle Content Managementのテン
プレート・ポリシーの変更を参照してくだ
さい。

改良されたサイト公開 サイト管理者 サイトを公開する際、除外された言語用の
翻訳は公開されません。また、ローカリゼ
ーション・ポリシーの更新によって除外と
なった既存の翻訳は、公開されたサイトか
ら削除されます。サイト・ページを削除し
てサイトを公開する際、サイト・ページと
その翻訳は公開されたサイトから削除され
ます。サイトを公開する際、関連付けられ
たローカリゼーション・ポリシーで必要と
されるすべての言語がサイトに含まれるよ
うにするため、サイト文字列とアセットが
検証されます。Building Sites with Oracle
Content Managementのサイト変更の公開
を参照してください。

タクソノミ内のカテゴリ
のコピー

コンテンツ管理者 タクソノミを作成または編集する際、カテ
ゴリとそのすべての子をコピーできます。
Managing Assets with Oracle Content
Managementのタクソノミの作成と管理を
参照してください。

サイト索引の作成 開発者 Oracle Content Managementツールキッ
ト・コマンドでMLSサイトに索引を付けま
す。Integrating and Extending Oracle
Content Managementの Oracle Content
and Experienceツールキットでの多言語
サイトの索引付けを参照してください。

サイト・マップの作成 開発者 Oracle Content Managementツールキッ
トによって MLSサイトのサイト・マップを
生成します。Integrating and Extending
Oracle Content Managementの多言語サ
イトのサイト・マップの生成を参照してく
ださい。
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機能 ロール 説明
翻訳サポート 開発者 Oracle Content Managementツールキッ

トによって、Oracle Content Management
で新規のサイトまたはアセットの翻訳ジョ
ブを作成します。Integrating and
Extending Oracle Content Management
の OCEサーバーでの新規のサイトまたは
アセットの翻訳ジョブの作成を参照してく
ださい。

コンポーネントの作成 開発者 コンポーネント開発を容易にするため、
Oracle Content Managementツールキッ
トによって簡潔なコンポーネントを作成し
ます。Integrating and Extending Oracle
Content Managementのコンポーネント開
発を容易にするための簡潔なコンポーネン
トの作成を参照してください。

19.2.1 (ユニバーサル・クレジット・モデ
ル) — 2019年 4月
機能 ロール 説明
会話用の REST APIまた
はユーザーおよびグルー
プ用の REST APIの認証

開発者 Basic認証に対応するためのソーシャル・エ
ンドポイントはすでにサポートされていま
せん。すべてのソーシャル・エンドポイン
トは個別ユーザーの OAuthトークンによ
って起動する必要があります。ソーシャ
ル・エンドポイント(/social/api/v1/
connectionsなど)が OAuthトークンによ
って起動する際、ランダムの IDが生成され
ます。会話用の REST APIで"認証"の下の
"OAuthの使用"を参照してください。

多言語サイト・テンプレー
ト

サイト開発者 多言語サイトをテンプレートとして保存
し、新規多言語サイトの作成に使用します。
Building Sites with Oracle Content
Managementのサイトからのテンプレート
の作成を参照してください。

サイト・アセットの翻訳 サイト開発者 サイトで使用されているアセットのみを翻
訳する翻訳ジョブを作成します。Building
Sites with Oracle Content Managementの
サイトの翻訳を参照してください。

タクソノミのプロモート
の電子メール通知

アセット・ユーザー リポジトリに関連付けられているタクソノ
ミがプロモートされると、Oracle Content
Managementにより、電子メール通知がリ
ポジトリ・マネージャおよびコントリビュ
ータに送信されます。Managing Assets
with Oracle Content Managementのタク
ソノミの作成と管理を参照してください。
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機能 ロール 説明
アセットのサイドバー・パ
ネルの更新

アセット・ユーザー 複数の新規パネルがアセットの表示中のサ
イドバーに追加されました(「タグ」、「チャネ
ル」、「コレクション」および「アナリティ
クス」など)。Managing Assets with
Oracle Content Managementのデジタル・
アセットの表示および管理またはコンテン
ツ・アイテムの表示および管理を参照して
ください。

サイト・ビルダーでのイメ
ージの編集

サイト開発者 サイト・ビルダーでのサイトの編集時にイ
メージを編集できます。Building Sites
with Oracle Content Managementのイメ
ージの編集を参照してください。

Webサイトでのコンテン
ツ・アイテムのプレビュー

アセット・ユーザー コンテンツ・アイテムの作成者は、選択し
たサイト・ページでコンテンツ・アイテム
がどのように見えるかをプレビューできま
す。Managing Assets with Oracle
Content Managementのコンテンツ・タイ
プの作成と共有およびコンテンツ・アイテ
ムの作成を参照してください。

タイトルおよび段落コン
ポーネントの「形式」メニ
ュー

サイト開発者 タイトルおよび段落コンポーネント内のテ
キストの段落形式を設定します。Building
Sites with Oracle Content Managementの
タイトルおよび段落を参照してください。

サイトを公開しないサイ
ト更新のコミット

サイト開発者 サイトへの変更を公開せずにベース・サイ
トへのサイト更新をコミットします。
Building Sites with Oracle Content
Managementの更新の使用およびサイト変
更の公開を参照してください。

デジタル・アセットへのウ
ォーターマークの追加

アセット・ユーザー デジタル・アセットにウォーターマークを
追加します。Building Sites with Oracle
Content Managementのイメージの編集を
参照してください。

サイト・ガバナンスが有効
な場合の標準サイトのコ
ピー

サイト開発者 サイト・ガバナンスが有効な場合、標準サ
イトをコピーできるようになりました。
Building Sites with Oracle Content
Managementのサイトおよびサイト設定の
管理を参照してください。

サイト・ページの追加
URLパラメータの指定

サイト開発者 タイトル、段落、ボタン、イメージ、ギャ
ラリおよびギャラリ・グリッド・コンポー
ネント内のサイト・ページ・リンクで追加
URLパラメータを指定します。Building
Sites with Oracle Content Managementの
組込みコンポーネントの使用を参照してく
ださい。

プロビジョニング解除さ
れたユーザーからのサイ
ト・リクエストの削除

サイト管理者 サイト管理者は、プロビジョニング解除さ
れたユーザーからの失敗したサイト・リク
エストを削除できます。Building Sites
with Oracle Content Managementのサイ
ト・リクエストの管理を参照してください。
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機能 ロール 説明
コンテンツ・アイテム・エ
ディタのマークアップ・エ
ディタ

サイト管理者および
アセット・ユーザー

コンテンツ・タイプの作成者は、コンテン
ツ・タイプの「テキスト」および「ロング・
テキスト」フィールドでマークアップ・エ
ディタを選択できます。

カスタム・コンテンツ・コ
ネクタ

管理者および開発者 カスタム・コンテンツ・コネクタの管理イ
ンタフェースおよびカスタム・コンテンツ・
コネクタの登録用インタフェースが更新さ
れました。Integrating and Extending
Oracle Content Managementのカスタム・
コネクタの作成および構成およびコネクタ
の登録を参照してください。

Oracle Content
Managementツールキッ
ト

開発者 Oracle Content Managementツールキッ
トは GitHubでリリースされています。
Integrating and Extending Oracle
Content Managementの新規 GITリポジ
トリ内のプロジェクト・コードへの Oracle
Content and Experienceツールキットの
追加を参照してください。

Reactスタータ・サイト 開発者 スタータ・サイト CLIは GitHubでリリー
スされています。Developing with Oracle
Content Management As a Headless CMS
の React開発用のスタータ・サイト CLIを
参照してください。

19.1.5 (ユニバーサル・クレジット・モデル
およびモバイル・アプリケーション) —
2019年 3月
機能 ロール 説明
モバイル・アプリケーショ
ンでのアセット承認の管
理

アセット・ユーザー 適切な権限を持つモバイル・アプリケーシ
ョン・ユーザーは、ワークフローのアセッ
トを承認または却下するためにレビューで
きるようになりました。Collaborating on
Documents with Oracle Content
Managementの iOSでのアセットの使用
または Androidでのアセットの使用を参
照してください。

Adobe Creative Cloud拡
張機能

アセット・ユーザー Photoshopなどの Adobe Creative Cloud
アプリケーションで Oracle Content
Managementに格納されているアセット
を使用します。Managing Assets with
Oracle Content Managementの Adobe
Creative Cloud拡張機能の使用を参照して
ください。
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機能 ロール 説明
アセットのカテゴリ化 アセット・ユーザー 階層カテゴリのタクソノミを作成して、ア

セットを編成し、ユーザーが作業している
領域にドリルダウンすることでアセットを
検出できるようにします。Managing
Assets with Oracle Content Management
のタクソノミの作成と管理を参照してくだ
さい。
ノート: タクソノミは、Oracle Content
Managementでのみ使用できます(Oracle
Content Management-Classicでは使用で
きません)。

軽量イメージ編集 アセット・ユーザー イメージの切取り、回転または反転を行う
か、フォーマット、背景色またはイメージ
品質を変更します。次に、新規レンディシ
ョン、新規バージョンまたは完全新規のア
セットとして新しいイメージを保存しま
す。Building Sites with Oracle Content
Managementのイメージの編集を参照して
ください。

サイトでのアセットの翻
訳

アセット・ユーザーお
よびサイト開発者

サイトのターゲット対象アセットと、サイ
トのページおよび構造を含む翻訳ジョブを
作成します。Building Sites with Oracle
Content Managementのサイトの翻訳を参
照してください。

改良されたアセット公開
検証

アセット・ユーザー アセットを公開すると、検証結果に、選択
したアセットのステータスのみではなく、
関連する翻訳と依存アセットもリストされ
るようになりました。アセットが検証に失
敗した理由に関する情報も、改良されまし
た。Managing Assets with Oracle
Content Managementのアセットの公開を
参照してください。

イメージの特定のレンデ
ィションのサイトへの追
加

アセット・ユーザーお
よびサイト開発者

サイトにデジタル・アセットを追加する場
合、イメージの特定のレンディションを選
択でき、最新バージョンのアセットをサイ
トとともに公開できます。

サイトおよびチャネル分
析ダッシュボード

管理者 作成したサイトとチャネルの使用状況、使
用率およびトラフィックの分析を参照でき
ます。Administering Oracle Content
Managementのサイトおよびチャネル分析
ダッシュボードの表示を参照してくださ
い。
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機能 ロール 説明
コンテンツ・コネクタの改
良

管理者および開発者 コネクタ・フレームワークを使用して、無
効なコネクタを削除します。コネクタから
プルされたアセットに、コネクタ・タグを
割り当てます。カスタム・ピッカー UIに追
加コネクタ構成を提供します。Integrating
and Extending Oracle Content
Managementのコネクタの削除、コネクタ
の有効化およびカスタム・コネクタの作成
および構成を参照してください。
サンプル・コンテンツ・コネクタと SDKを
ダウンロードします。config.cfgファイ
ルの接続タイムアウト値を変更します。
Integrating and Extending Oracle
Content Managementの CECコネクタ・サ
ンプルと SDKのダウンロードおよびコネ
クタの登録を参照してください。

19.1.3 (ユニバーサル・クレジット・モデ
ル) — 2019年 2月
機能 ロール 説明
サイト・ガバナンス 管理者およびサイト

開発者
サイト・ガバナンスを使用すると、ビジネ
ス・ユーザーは、企業ポリシーに準拠した
サイトを簡単に作成できます。また、サイ
ト管理者は、サイトの制御および追跡を一
元化された場所から簡単な方法で行えま
す。Building Sites with Oracle Content
Managementのサイト・ガバナンスの理解、
および Administering Oracle Content
Managementのサイトおよびアセット設定
の構成を参照してください

多言語サイト 管理者およびサイト
開発者

Oracle Content Managementの外部で翻
訳を簡単に行えるようにサイト・ファイル
をダウンロードし、その後、翻訳済ファイ
ルをインポートします。サイトのカスタ
ム・コンポーネントの多言語翻訳を有効に
します。Building Sites with Oracle
Content Managementのサイトの翻訳およ
び多言語サイト用の翻訳可能コンポーネン
トの開発を参照してください。
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機能 ロール 説明
イメージ・レンディション
のサポート

管理者およびアセッ
ト・ユーザー

イメージのカスタム・レンディションを公
開先のチャネル(モバイル、タブレット、
Webなど)に合せてアップロードできます。
アセット当たりのカスタム・レンディショ
ンの最大数も構成できます。
Administering Oracle Content
Managementのサイトおよびアセット設定
の構成、およびManaging Assets with
Oracle Content Managementのイメージ・
レンディションの管理を参照してください

Oracle WebCenter
Contentアセット・コネク
タ

管理者およびアセッ
ト・ユーザー

Oracle WebCenter Contentに格納された
アセットを参照します。Integrating and
Extending Oracle Content Management
のWCCコネクタ用のWebCenter Content
および OCEの構成、およびManaging
Assets with Oracle Content Management
のアセットの追加と削除を参照してくださ
い

カスタム・コネクタ 管理者、アセット・ユ
ーザーおよび開発者

サードパーティのコンテンツ・リポジトリ
に対するカスタム・コネクタを作成および
構成します。コネクタ・フレームワークを
使用して、Pexelsコネクタ参照実装に基づ
いたカスタム・コネクタを実装します。
Integrating and Extending Oracle
Content Managementのカスタム・コネク
タの作成および構成とコンテンツ・コネク
タの開発、およびManaging Assets with
Oracle Content Managementのアセット
の追加と削除を参照してください。

分析コンテンツ・メトリッ
ク

コンテンツ・コントリ
ビュータ

コンテンツ・コントリビュータは、コント
リビュータ・ロールを持っている任意のリ
ポジトリの分析ダッシュボードでコンテン
ツ・メトリックを参照できます。リポジト
リにコントリビュートできる場合、そのリ
ポジトリのすべてのアセット、コレクショ
ンおよびチャネルに関するメトリックを参
照できます。Administering Oracle
Content Managementのコンテンツ操作を
参照してください。

コンテンツ管理用の新規
REST API

開発者 コンテンツ管理用の新規 REST APIを使用
できるようになりました。この REST API
により、Oracle Content Managementのア
セットを管理するためのアクセスが提供さ
れます(コンテンツ・アイテムやデジタル・
アセットとそのレンディションなど )。コンテンツ管理用の REST APIを参照してくだ
さい。

57

https://docs.oracle.com/en/cloud/paas/content-cloud/rest-api-manage-content/index.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/paas/content-cloud/rest-api-manage-content/index.html


機能 ロール 説明
サイト・ページの索引付け 開発者 Oracle Content Managementツールキッ

トを使用して、サイト・ページ上のテキス
トのコンテンツ・アイテムを作成し、サイ
トのページ検索を有効にします。
Integrating and Extending Oracle
Content Managementの Oracle Content
and Experienceツールキットでのサイ
ト・ページの索引付けを参照してください。

Reactスタータ・サイト 開発者 スタータ・サイト CLIを使用して、React
開発をすばやく開始します。ビルド構成は
不要です。Developing with Oracle
Content Management As a Headless CMS
の React開発用のスタータ・サイト CLIを
参照してください。

19.1.3 (従来のクラウド・アカウント) —
2019年 2月
機能 ロール 説明
安定性の向上 すべてのユーザー 製品の使用を容易にするため、全体的な安

定性が向上しました。

ドキュメントのアクセシビリティについ
て
オラクルのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility Programの
Webサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してく
ださい。

Oracle Supportへのアクセス
サポートをご契約のお客様には、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供
しています。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info)か、
聴覚に障害のあるお客様は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を
参照してください。

Oracle® Cloud Oracle Content Managementの新機能、
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